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（午前９時５８分 開会） 

○市来賢太郎委員長 おはようございま

す。 

 ただいまから、文教常任委員会を開会い

たします。 

 本日の委員会記録署名委員は安藤委員

を指名します。 

 先日に引き続き、議案第１号所管分及び

議案第９号所管分の審査を行います。 

 質疑を続けます。 

 暫時休憩します。 

（午前 ９時５９分 休憩） 

（午前１０時    再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 それでは、質問をさせて

いただきます。 

 まず、学力向上の取り組みについて、こ

れは、先日の委員会でお二方の委員からも

質問ありましたけど、違う観点から、私は

質問したいと思いますので、もう一度、説

明をお願いしたいと思います。 

 次に、２２歳までの子育て支援について。 

それから、ハギハッキョという外国人向

けのイベントがあるということなんで、お

聞かせ願いたいと思います。 

 次に、摂津市の歴史文化財の教育につい

て、昔、副読本もありましたよね。摂津市

の歴史文化について。 

 次に、修学旅行について。 

 次に、卒業式、入学式について。 

この前、中学校の卒業式がありましたけ

ど、私は予算、決算のたびに、このことに

対して質問していますけど、どのような対

応をされたのか。 

 次に、いじめ１１０番について。 

これは、過去、市長部局でいじめの緊急

対応をするということで、篠原さんですか

ね、代表になって３人の人権啓発指導嘱託

員でやってはったと思うんですけど、教育

委員会と連携して、全庁的に、いじめに対

しての対応をするということで、言っては

りましたけど、教育委員会はどういう形で

連携されたのか。 

 次に、ひとり親家庭の状況について。 

 それから、外国籍の児童・生徒の扶助状

況について。 

 次に、摂津市では外国籍教職員が採用さ

れているのかどうか。 

 次に、桃林会について。教育委員会、ど

ういうような対応をされたのか、保育園で

すよね。 

 次に、栄養教諭について。 

 次に、小学校授業の休憩時間が短くなっ

たというように、聞いたので、それはなぜ

かということ。 

 次に、摂津市の人権教育について、どう

いう分野で、どういうことに力を入れて人

権教育をされているのかどうか。 

 以上で、１回目、質問を終わります。 

○市来賢太郎委員長 答弁を求めます。 

 野本課長。 

○野本学校教育課長 学力向上の取り組

みと学校教育課にかかわりますご質問に

お答えいたします。 

 まず、学力向上の取り組みでございます

が、全国学力・学習状況調査やチャレンジ

テスト、また、市の学力定着度調査の結果

から、児童・生徒のさまざまな課題が浮き

彫りとなってきているところでございま

す。 

 昨年度より学力向上推進懇談会を設置

し、改めて課題等の整理、把握を行い、今

年度、摂津の学校教育スタンダードを作成

し、学校力の向上を軸としながら、学力向

上の取り組みを進めていくことといたし
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ました。各校では、学校経営計画の中、ま

た、学力向上プランの中において学校教育

スタンダードを踏まえた内容としての取

り組みを、次年度も進めてまいります。 

 先日もお答えいたしましたが、特に大き

な課題としては、学校外での学習時間の短

さを何とかよい方向に持っていくために

ということで、次年度は学校の取り組みに

加えて、教育委員会といたしまして、（仮

称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾を進めてまいろ

うと考えております。 

 続きまして、ハギハッキョの件でござい

ます。こちらは外国にルーツのある子ども

たち、そして、その保護者等を集めて、夏

に一泊二日、二日間にわたる形でつながり

を深め、それぞれの文化等をより認識し、

交流を行い、それぞれのアイデンティティ

ーの確立に努めていくという内容でござ

います。 

 続きまして、わたしたちの摂津について

でございます。こちらは、小学校の社会科

で活用いたします副教材として、摂津市の

位置や歴史、特色を小学３年生で学び、そ

して、小学４年生でより深める教材として

摂津市教育研究会の社会科部が中心とな

って作成しているものでございます。 

 続きまして、修学旅行の件でございます。

修学旅行は、文化や歴史にまつわる土地を

訪問することで、見聞を広め、日常では、

なかなか体験できない活動を通して、また、

集団での活動を通して、自然のすばらしさ

を感じたり、集団生活のあり方等を学ぶこ

とを目的とし実施されるものです。 

 行き先を決定するに当たっては、その目

的に即して教育的意義を考慮しながら進

めていくことが重要であると同時に、保護

者の負担軽減を考慮し、時間や移動方法、

安全面や内容面等を総合的に鑑み判断し

ております。 

 先般の決算審査でもご質問いただきま

したように、これまでの取り組みについて

お答えさせていただきましたが、最新の情

報で申し上げますと、多くの小学校では、

既に昨年の夏から秋にかけて次年度の行

き先、業者の決定をしているところでござ

います。その結果、最も多くの学校が選定

した業者は、８校から選定されております。 

 以前から特定の業者が多くの学校から

選定されているような状況について、ご指

摘いただいているところでございますの

で、今回のこの８校というのは、以前より

増えているところでございますから、なぜ、

そのような結果になったのかをお調べい

たしました。８校のうち６校が同じ宿泊地

でございます。その宿泊地は当該業者との

つながりが太く、多くの小学校が修学旅行

を実施する秋の時期に多くの日程を抑え

ているということでございます。 

 学校では、各業者から、ほかの宿泊地を

含めた企画書と比較することを基本とし

ておりますが、その際、活動内容ですとか、

自然環境面にすぐれているといったこと

から、多くの学校から選ばれている実態が

ございました。 

 これが、多くの学校が当該業者を結果的

に選定する理由でございました。 

 児童のことを第一に考え、目的に沿った

修学旅行になればよいと思いますが、 

同一業者を継続して選定し続ければ、癒着

等の疑いも生じてまいりますので、こちら

のほうからお示ししています、修学旅行の

事務処理取り扱いマニュアルにおいては、

継続しても３年を限度という形にしてお

ります。そのルールは徹底してまいりたい

と思います。 

 続きまして、卒業式、入学式にかかわる
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件でございます。昨日、本年度の中学校の

卒業式がとり行われました。私も会場に参

加いたしましたが、厳かで感動的な卒業式

だったかと思います。 

 そして、国歌の斉唱状況でございますが、

歌っていたと思います。歌詞が聞き取れな

いなどの状況はなく、保護者の方も特に違

和感を感じていらっしゃるように思いま

せんでしたが、声高らかにというようなも

のではなかったようには思います。 

 ただし、その後すぐに歌った校歌がテン

ポのある曲であったことや、これで歌うの

は最後になるということもあってか、大き

な声で歌っていたために、その差は明らか

だったとは思います。 

 それ以外の卒業式の歌も校歌同様に大

きな声で歌っていたので、国歌ももっと大

きな声で歌えるのではないかという思い

にもなりました。 

 これまで２学期途中からの多くの校長

会や教頭会において、卒業式、入学式を適

切に実施するよう繰り返し指示を行って

まいりました。特に国歌斉唱につきまして

は、事前の指導もありますので、早目に、

こちらのほうから指導するよう伝えてい

たところでございます。 

 他校も含めますと、歌えている学校や聞

こえるけども、さほど大きな声で歌えてい

ない学校、大きな声が余り声が聞こえない

学校など、学校間でのばらつきがあったと

いうのが、昨日の現状だったかと思います。 

 そこには指導の差もあったのだと思い

ますので、どの曲でもしっかり歌えるよう

指導していくということを続けてまいり

たいと思います。 

 続きまして、いじめ１１０番の件でござ

います。こちらのほうは市長部局が主で取

り組みを進めているところでございます

が、各学校においても、いじめに関して相

談できるような体制として、何でも相談箱

のようなものを設置したり、それから、学

校の教職員が把握した場合には、関係者、

専門機関とつながりながら、対応していく

ことを進めております。 

 今は、例えば、コミュニティプラザなど

の場所にも、いじめの事案等があった場合

に相談できるようなボックスを入れたり

ですとか、それから、電話で相談できるよ

うな体制もとっているところでございま

して、その一つでございます。 

 実際に、相談内容があれば、教育委員会

にも報告が入りますので、当該校とおぼし

き学校に連絡をとって三者で協働し対応

していくような動きをつくっているとこ

ろでございます。 

 次に、小学校の休憩時間が短くなったと

いうご質問にお答えをいたします。休憩時

間の設定につきましては、各学校で一日の

日程表をつくり、その中で適切な時間を確

保するように努めているところでござい

ます。 

 教育委員会のほうから、休憩時間は何分

とるようにですとか、こういう形で設定す

るようにというような一定の取り決め等

を指示しておりません。今、休憩時間が長

い学校もあれば、短い学校もあり、それぞ

れの学校の特徴に応じて設定していると

ころでございます。昼休みが非常に長くな

っている学校もございますし、これまでと

変わらない状況にしているという学校も

ございますし、短くしていこうという形で

進めているとは聞いておりません。特段、

昼休みが大幅に短くなったとか、２０分休

みを１０分休みにしたとかいう話は聞い

ておりませんが、今後の外国語活動や英語

の授業等の取り組みがなされる中で、一日
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の時間の設定等については影響が出てく

る可能性もあろうかと思います。 

 続きまして、人権教育にかかわりますご

質問にお答えいたします。 

 人権教育につきましては、障害者への理

解、また、国際の理解、それから、男女平

等教育など、さまざまな課題に向き合い、

みずから考え、みずから判断できる力を育

成できることを目的とし、学校の授業やさ

まざまな活動の中で取り組みを進めてい

るところでございます。 

 特に教職員が人権意識をきちんと持ち、

人権感覚を磨かなければ適切な指導等は

できないと考えておりますので、本市教育

委員会でも教職員を対象に、特に昨今、課

題とされているようなものを中心に、研修

等を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子育て

支援課に係るご質問にご答弁申し上げま

す。 

 まず、２２歳までの子ども医療費助成に

ついてのご答弁でございます。 

 さきの市政方針におきまして、市長のほ

うから子どもや若者の健やかな成長を支

えることが、やがて全ての世代の安心と活

力につながるという観点から、平成２９年

度におきまして、子ども医療費助成の１８

歳までの対象年齢拡大に加え、２２歳まで

を対象とした大学生等への医療費助成制

度の創設に向けて、制度設計や条例制定等

に取り組んでいくということで、ご説明が

あったところでございます。 

 子ども医療費助成の１８歳までの拡大

につきましては、現行の子ども医療費助成

制度、１５歳までとしておりますけれども、

これと同様に所得制限を設けずに、年齢の

みを要件としたものというように考えて

おります。 

 また、２２歳までの制度につきましては、

今後、対象者の範囲や所得制限などを詳細

に検討してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 次に、ひとり親家庭の状況について、ご

答弁申し上げます。 

 ひとり親家庭に対しての手当の制度で

あります、児童扶養手当におきましては、

平成２９年２月の時点で９１１世帯に対

して支給ということになっておるところ

でございます。 

 ひとり親家庭の方につきましては、以前、

平成２６年度にアンケート調査を行いま

した。その結果、就労の形態としては、正

社員の方の率が約３分の１と、非常に少な

い状況でございました。また、職種で見ま

すと、専門職の方の場合は、その中でも正

社員の率が半分を超えるということにな

っており、資格を持っていれば有利である

ということがわかってまいりました。 

 このため、ひとり親の方の自立支援の取

り組みとして、本市としても資格取得に向

けた取り組みを推進していくということ

が重要であると考えておりまして、本市で

配置しております、ひとり親家庭の自立支

援員を中心といたしまして、各方面と連携

して資格取得等について支援を行ってい

るところでございます。 

 具体的には、資格取得に向けた給付金の

制度がございますけれども、年限を国制度

とあわせて、従来２年までとしておりまし

たけれども、その年限の上限をなくすとい

った形で支援をしております。 

 また、今年度からは高等学校卒業程度の

認定試験、いわゆる大検の制度につきまし

て、受講される方の費用を援助するといっ
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た形で支援をしているところでございま

す。 

 今後とも、ひとり親家庭の自立支援に向

けて、就労支援、その他資格取得等も含め

て各方面と連携をしながら、推進をしてま

いりたいというように考えているところ

でございます。 

 それから、外国籍の児童・生徒に対して

の扶助についてでございます。 

 民族学校の就学援助等の制度というよ

うになるかと思いますけれども、これまで

も、文教常任委員会の中で、委員のほうか

らご意見をいただいております。 

 北朝鮮についてのご意見かとは思いま

すけれども、外交的、国際的に、さまざま

な問題があるとの報道がされており、最近

では３月６日に弾道ミサイルが発射され

るという状況もございました。 

 その一方で、本制度につきましては、学

校に対しての援助ではなく、児童・生徒に

対しての援助であるということ、外国籍の

子どもについても、将来の日本の社会に貢

献していただく必要があるということか

ら、低所得の世帯に対して一定の援助を行

うという観点での制度であるというよう

に認識しております。 

 ただ、財源については、国や府の補助金

が特にないという状況で、市単独扶助費に

当たりますので、行革の中において市単独

扶助費の見直しの項目の制度にも当たり

ますことから、現在、その検討を進めてい

るところというように認識しております。 

 子育て支援課に関しましては、以上でご

ざいます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわりますご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 保育園等を運営します桃林会に対する

担当課としての対応でございますけれど

も、社会福祉法人桃林会は平成２８年度、

市内におきまして保育園１園、認定こども

園３園、認定こども園分１園を運営されて

おります。 

 そういった中で、前理事長の不適切な行

為によりまして事案が発生しましたけれ

ども、速やかに保護者、施設職員への経過

説明や、今後の取り組みについて説明をさ

れたところでございます。 

 また、平成２８年６月には、保護者、施

設の職員を対象としたアンケート調査も

実施され、８月に、その結果をまとめられ、

保護者、職員へ結果を配付され、また、こ

ども教育課に対しても、その内容について

ご報告がございました。内容の多くが現在

の保育教育をしっかり、子どもたちのため

に継続していただきたい。頑張っている先

生を応援しますよといった好意的な内容

が多くありました。 

 また、この事案を理由として、職員の離

職者の方はおられない状況でございます。

そのようなことから、担当課といたしまし

ては、現在、入所されている子ども、保護

者を、まずは第一に考えた保育教育、子育

て支援を充実させていただく、後退しない

ように取り組んでいただきたいという旨

を伝えているところでございます。 

○市来賢太郎委員長 奥野課参事。 

○奥野学校教育課参事 教職員人事にか

かわりますご質問２点につきまして、ご答

弁申し上げます。 

 まず、外国籍の教員についてのご質問で

すが、本市では外国籍の教員、勤務してお

ります。 

 続きまして、栄養教諭についてのご質問

でございますが、栄養教諭の業務は食に関
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する指導と給食の管理、学校運営でござい

ます。本市では、平成２８年度、４人の栄

養教諭が配置されておりまして、聞き取り

を行いまして、業務についてお調べをしま

した。業務としましては、ほかの教職員と

ともに行う児童への指導等と栄養教諭と

して行う業務に大きく分かれます。 

 前者としましては、公務文書で割り当て

られている役割で、例えば、児童の委員会

活動、クラブ活動の指導、教育活動を進め

るために組織している委員会での業務、ま

た、食に関する指導、いわゆる食育の指導

等がございます。 

 後者としましては、学校給食の物資選定、

献立作成、衛生管理などを指しますが、こ

のために学校給食会が招集する会議に出

席、また、これに係る資料の作成等の業務

で、これには教育総務部総務課の担当者も

出席し、会議の進行をしています。 

 また、近年、アレルギーのある児童が多

くなっていることから、その児童への対応、

例えば、除去食会議への出席や保護者面談、

アレルギーガイドラインの改訂作業など

については、業務が増えていると聞いてお

ります。 

 自分たちの勤務校に加え、担当している

学校の児童一人につき、約２５名程度の児

童を担当していると聞いているのですが、

担当校につきましては、会って話をすると

いうことが、なかなかできない。保護者か

ら電話で相談を受けるなど、心理的な負担

感が大きいという話を聞いております。 

 会議の出席や資料作成など、一人ひとり

の業務については、詳細な調査等が必要に

なると考えられることから、今後も調査を

続けていきます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 学力向上の取り組みは

本当に教育委員会の皆さんにとっては大

変な課題だというように思います。 

 私、以前から言っておりますけど、学校

のやるべきこと、保護者のやるべきこと、

子どもたちのやるべきことがさまざまあ

って、学校が、その学力向上に関して、一

生懸命力を入れるというのは、ある程度、

限界があると私は思います。 

 やっぱり保護者のバックアップとか、家

庭においての教育環境というのは、非常に

重要にかかわってくるというように思い

ます。 

 しかし、学校としても、そうやからとい

って、手をこまねいて責任の転換をするわ

けにもいかんから、今回、この（仮称）せ

っつＳＵＮＳＵＮ塾で何とかせなかんと

いうように動き始めているんですけど、学

校現場、特に公の学校現場は、底上げを皆

さん、やっぱり考えはりますよね。みんな

が成績上がるようにというのは、これ当然

な話だと思います。 

 しかし、現実問題として、それも限界が

あるというように思うんです。いくら呼び

かけても来ない子どもたちがいるわけで、

でも、もう一つ、僕がいつも発言している

のは、一生懸命に勉強して、学力を向上し

たいという子どもたちが、現実にいるわけ

ですよね。その中には、やっぱり自分が思

うような高校、世間で言われる優秀な高校

に行きたいとか、その先、いい大学に行き

たいという夢を持ちながらですね、勉学に

励みたいという子どもたちも当然いるわ

けであって、一生懸命に皆さんが底上げし

ようとしても、結局、逆に言うたら、その

人らが差別意識といいますか、私らほった

らかしになっているのかというようなこ

とがあるわけで、ほんなら、その子は塾に
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行ったらええやないかという話になって

きたら、これもやっぱりおかしいわけであ

って、そういう意味から、これは少し意味

合い違うかもしれんけど、この（仮称）せ

っつＳＵＮＳＵＮ塾ということをやられ

るということなんですけど、やっぱり勉強

したくて成績を伸ばしたい子どもに対し

ても、しっかりと、それに力を入れる必要

があるんじゃないか。そしたら、これ逆に

言うたら、平均が上がっていくんじゃない

かといかというように思います。 

これは経済の問題ですけど、昔、鄧小平

さんがですね、黒い猫でも白い猫でも、ネ

ズミ獲る猫が一番いい猫やというように

言うておったんですけど、その子どもたち

の成績が上がることは、全体的な牽引車に

なるような気持ちを、私は持っています。 

 そういう意味で、意欲を持った子どもた

ちを、もっともっと伸ばせるような施策は

ないのか、一遍、どういうようにお考えか、

お聞かせ願いたいと思います。 

 それから、２２歳までの子育て支援です

けどね、この前の代表質問でも矛盾点がい

っぱいあるわけなんですよ。市長は、それ

に対して、一つひとつお答えができる時間

的なこともあったから、お答えされてない

んですけど、例えば、１８歳で、高校卒業

して、もう家庭を持って、しっかりと社会

的責任を果たしている、やはり若者たちも

いるわけです。その彼らからしたら、大学

に行くというのは、非常に結構な話やなと

いうように思ってはる。そういう意見も聞

きましたし、それから、社会的な、全体的

な流れの中で、成人の年齢が低くなってい

ますよね。選挙権の問題でも１８歳になっ

ているし、それから、犯罪への対応を２０

歳から１８歳にしようないかというよう

な世の中の流れがあるわけですよね。 

 その中で、何で２２歳までやということ

になるし、さっきも言ったように２２歳に

なってきたら、もう家庭を持って、子育て

をしている世代に対して、何で子育て支援

という形になるのか。 

 それから、摂津市のデータを見ておりま

すと、摂津市から出ていく方々に関しては、

大体３３歳から４４歳が一番多いんです

よ。それに伴って、小学校の低学年から中

学校、子どもたちが、保護者と一緒に出て

いくというパターンが多くて、それやのに、

なんで２２歳に、そういう形で注目をして

いるのかということ。 

 それから、そういう保護者の意見を聞い

ておりますと、そういうことより、まず、

例えば、家賃補助とか、それから就学援助

とかに力を入れてほしいということで、１

８歳から２２歳が元気盛りであるので、医

療費はかかりにくいのではということを

考えますと、ほかの制度を要する必要があ

るんじゃないかというように、アンケート

等では出ているみたいです。 

 人口調査の推移もそうですし、保護者と

か、若者たちの意見もそうですし、２２歳

までの医療費をただにするというような

方法というのは、全く、その辺からしても、

結論にたどり着けないんですよ。そういう

点で、非常に矛盾点があるわけであって、

もう一遍、お聞かせ願いたいと思います。 

 どういうような分析をして、どういうよ

うな状況で、これは２２歳までになったの

かということは、私らとしては読まれへん

のですよ。あらゆるデータを見ながらでも、

そこへたどり着かへんのんですよ。南富良

野町ですか、聞いておっても平成２２年度、

平成２３年度から、その制度を始めたらし

いんですけど、平成２２年度から平成２７

年度までのデータを見ておっても、人口が
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どんどん減っているんですよ。 

 子育て支援は、ここの教育委員会とは、

少し離れていますけど、人口の流出を食い

とめるということで、その南富良野は、そ

ういうことをやっていますけど、そういう

ことも踏まえて、子育て支援も踏まえて２

２歳ということなんでね。そういう点では、

この制度を、これからやっていくというこ

とに関して非常に矛盾を感じますので、再

度のご答弁をお願いしたいと思います。 

 それから、ハギハッキョということなん

ですけど、これはなんで外国籍の人だけ中

心に、この一泊二日の事業というか、催し

物をやっているのか、非常に不思議なんで

すよ。国際交流ということになったら、日

本の子どもたちも一緒になって、例えば、

一泊二日やったら、そこで非常に親睦を深

められるじゃないですか。 

 アイデンティティーをどうこういうて

ますが、事業内容、そのハギハッキョの細

かいこと、どういう状況で、どういう形で

行われて、どういう目的かということ、参

加人数はどうかとか、それを指導する先生

方はどうかとか、きちんとお聞かせ願いた

いと思います。 

 それから、歴史的文化財教育についてで

すけど、過去に、文教常任委員会で言いま

したが摂津市には文化遺産ですか、非常に

必要じゃないかということで、まず第１号

が味生神社の中にある旧一津屋公会堂で

すか、あれになったんですけど、今回、残

念なことに一津屋にある大西家が潰され

るということですよね。その後にマンショ

ンになるということなんですけど、あの建

物は１００年以上のものであって、屋久杉

をたくさん使っている。 

 屋久杉というのは、千年以上の杉のこと

を屋久杉と言うらしいんですけど、そうい

うものをたくさん使ってですね、非常に文

化的な価値が高い。これ過去においても、

私は質問させていただきましたけど、そう

いうものを何かね、温存して維持できるよ

うな、行政として支援するようなことはで

きないかということで言わせていただき

ましたけど、残念なことにですね、聞くと

ころによりますと１か月以内に取り壊さ

れるということでございます。 

 私、教育やいろんなことで、いろんな本

を読んでおりますと、学校とか、その就職

のことで、その地域を離れていっても、年

をとったらですね、自分の生まれ育った歴

史ある、その町に帰りたいという、そうい

うような一つの状況があるということら

しいです。 

 そういう意味で、私は、今の摂津市、さ

っき言うた流出を食いとめるには、また、

ある程度、年齢を重ねてですね、このまち

に帰りたいというような気持ちになるに

は、やっぱりこの歴史をしっかりと子ども

たちに教える必要があると。 

 いろいろ歴史を見ておったら、皆さん、

ご存じのように、あそこ江口というのは、

京都に出る最後の口らしいんですよね。 

 京都七口というんですかね、鞍馬口とか、

荒神口とか、粟田口、京都を出るときに口

がつくところがたくさんあるんですけど、

そういう意味合いで江口というのは、この

淀川というのは、昔、大動脈だったらしい

んです。 

 京都から、この大阪湾を経て、それから

瀬戸内海を経て九州、それから朝鮮、中国

のほうに行くような、一つの大きな道とい

う、その最後の一つの口が江口やったと聞

いております。 

 あのかいわいは遊郭がたくさんあって、

客引きがですね、船に乗って京都から流れ
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て来る船のとこへ客引き、もちろん、その

遊女だけと違ってね、いろんな物売りも、

そこにたくさん出とって、域内随一の繁華

街ということで書かれているんです。 

 そのような一つの歴史的なことが今回、

一つの大西家というのはですね、何か聞く

ところによりますと、百町歩あった。大体

２２万坪の大地主やった。そういうような

一つの歴史的なもんが潰されるというこ

とはですね、そのものという、採算ペース

というもの以上にですね、その歴史的な大

きなもんが失われるということ、非常に私

は残念と思うわけです。 

 やっぱり、そういうプロジェクトチーム

じゃないけど、今回はもう間に合わないか

もしれんけど、教育委員会がもっともっと

そのプロジェクトチームをもって、この摂

津市の歴史の深さをしっかりと発掘して、

子どもたちにしっかりと教えるというこ

とは、一つの定着率につながっていくんじ

ゃないかというように、私は思うんですけ

ど。 

 そういう点の摂津市の歴史というのは、

ある程度書物、それからいろんなもんで書

かれていますけど、それを教育現場で、小・

中学校の教育現場にしっかりとそれを教

え込んで、郷土愛を高めるような一つのこ

とが必要じゃないかというように思うん

で、そういうようなプロジェクトチームを

つくって、その発掘をして、いろんな意見

を聞いて、過去においても、やっておられ

ます。つくってはりますよね。歴史の編さ

んというのをやっていますけど。 

 そういうことをやってはるんやったら、

それを教育現場に、やっぱり利用する必要

がある。もったいないじゃないですか。そ

ういうことに関して、お聞かせ願いたいと

思います。 

 それから、修学旅行ですけどね、これ何

回、言うたことか。ほんでね、僕、何か非

常に変なもの感じるんですよ。その業者と

学校現場のことに関して、これはめったな

こと言えませんけど、私としては非常に何

か変な気持ちになっているんです。不吉と

いうかね。 

 私ね、求めたいんですよ。その来校者名

簿、学校で。学校にお客さん来るでしょう。

その中で、この業者が学校等に来ているの

か、来ていないのか。ほかの業者が、どう

いうように来ているのか、そういうことを

一遍、すぐ提出していただきたいんです。 

 当然、私は、これ修学旅行のことに関し

てですね、これはずっと業者との癒着ある

んと違うかというようなことで質問して

いるわけですから、教育委員会としては、

それはその辺、非常にデリケートにですね、

敏感に対応されておると思いますので、当

然、そういう記録が残っているというよう

に思います。できましたら、すぐその資料

を提出していただきたいと思います。 

 それから、卒業式、入学式の件ですけど、

私、自分自身は愛国者やと思てるんです。

しかし、愛国を強要するということに関し

ては、私は否定するんです。それはなぜか

というと、愛国の名の下に多くの命が失わ

れました。それと、正義という名の下に、

これも大きな命が失われた。過去の歴史を

見ますと、そういうことを私は感じます。 

だから、それは決して僕は強要すべきじゃ

ないというように思います。愛国、正義を。 

 しかし、決まり事は守らなあかんわけで

す。私は何が言いたいかというと、決まっ

たことを学校現場で、それを実行しないと

いうのは、教育の中で決まり事を守ろうと

いうのは、学校において基本中の基本じゃ

ないですか。決まり事、ルールを守らんか
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ったら、実際成立せえへん授業もあるかも

しれませんけど、きちっと決まりを守るこ

とによって、さまざまなもんが成立するん

や。社会においてですね、この社会がきち

っと成立するんやということを、まず学校

が教えることが必要なわけですよね。 

 思想信条等は、ちょっと置いといて、そ

の決まり事が決まっとるのに、何でそれが

実行でけへんの。学校の先生が範を示して、

その決まり事を守ろうと言うてる先生が、

その決まり事をしないことに、大きな問題

があるんですよ、私が言いたいのは、どの

ような思想を持とうが、先生が、どのよう

な考え方を持とうが、それは自由なんです。

そんなこと私は言うてないです。それを、

何十年も私は、ずっと言い続けていますよ。 

 教育委員会としてやね、それなりに対応

されとると言うんですけど、私は無理なこ

と言うてないんです。決まり事を守ってく

ださいと言うとるだけですよ。 

 実はね、昨日、私、後輩の民間から校長

先生になった人間と、少し話したんですよ。 

 ほんなら、大多数の先生は、そのことを

理解しているって言う。でも、一部の声の

大きい先生がいて、その先生に遠慮があっ

て、それができないんやと。私も民間から

来とる立場で、そのことを大きな声で言う

たら、サボタージュされる。それが現実や

いうことをね、その私の後輩は、そうやっ

て言うてました。何でそんなことが起きる

んやいうて。 

 制度の中では、市の教育委員会があり、

府の教育委員会があり、その上は文部科学

省あるんですけど、その制度の中できちっ

と決まって、やりましょうということにな

っとるのに、何で、その現場になったら、

それが変わっていくんやというようなこ

とが、私としては非常に不可解。もう私は、

そのことに関してね、非常に不可解なんで

す。 

 前馬部長とは時々お話しするけど、実際、

徐々に徐々によくなっているというよう

なことを言いはりますけど、でもね、一番

問題が、僕は何回も言うようやけど、一番

問題が、子どもたちが一つの国際的な感覚

の中で、例えば、これから留学される子ど

もたちがおった中で、その留学先の国が、

国歌斉唱と言うたときにね、横の人と話し

たり、その場を去ったりしたら、その国の

国民は、どういうように、その留学生を思

うか。 

 だから、日本では、それ通るけど、世界

どの国へ行っても、そのことは通りません。

通る国があったら教えてください。中国で

そんなことして、どういうことになるか。 

 それは、民主主義のアメリカにおいても

ですね、それなりの法律がありますよ。 

 国際化いうて、英語を教えるだけが国際

化違いますよ。やっぱり礼儀を教えるのも

国際化ですよ。これ、マナーですよね。礼

儀と言うよりマナー。それについて、また、

ご答弁お願いしたいと思います。 

 それから、いじめ１１０番の件ですけど

ね、これは何年前かな、例の大津市のね、

子どものいじめの問題で、非常に世間が騒

いで、摂津市は率先して、市長部局を中心

に、全庁を挙げて、この子どもたちのいじ

めを、なくすということで、えらいマスコ

ミで騒がれましたでしょう。さまざまな委

員会等で教育委員会が、いじめに対して、

どういうように思っているという気持ち

はわかったんですけど、全庁的に挙げとん

やから、市長部局とどういうような連携を

とっておるかというて、僕は質問しとるん

です。そういうことが、全く聞こえてこな

いから、その点に関して、もう一度、ご答
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弁をお願いしたいと思います。 

 ひとり親家庭の状況はわかりました。非

常に経済的に困窮してはる人が多いとい

うことですよね。正社員が３分の１で、あ

とはそのパートなり、臨職なり、そういう

ような形で働いてはる方々が多いという

のを、今、聞いてわかりました。 

 それぞれの家庭には事情がありますが、

やっぱり子どもたちに対しては、家庭の事

情というか、親の事情は関係ないんでね。

だから、そういう点でしっかりと補助して

あげてほしいと思います。 

 それから、外国籍の生徒の状況です。 

僕は、代表質問でも例の外国籍の生活保護

の質問をやりましたけど、制度として摂津

市はやっとるけど、その制度としてやるん

やそうやけど、法的な根拠はないわけです

よね、これ。 

 今、言うたように、朝鮮学校等は、国連

による制裁の一つの対象になっている。そ

れは個人に出していることなんですけど、

しかし、朝鮮学校の組織とか、全体的なビ

ジョンを見ますと、個人というのは、あの

国においては、そう価値観を持たない。朝

鮮学校自体も、何でこういう形で補助金を

切られとる言うたら、その北朝鮮とのつな

がり、組織の中の一つの一環を、やっぱり

携わっとるんやないかという危惧がある

中で、今回の制裁を加えられとるわけです。

まあまあやっているとこもありますけど。 

 そういうことで、何で摂津市が、そうい

う形で国際的な状況の中で、そのようなね、

北朝鮮の方に対して、そういうことを、補

助をやっているのかというようなことに

関しては、非常に私も理解に苦しみます。 

 ただ、今言うたように、これ見直しの一

つの議論があるということなんで、これ以

上は言いませんけど。しっかりと、その辺

のことを踏まえて対応していただきたい

と思います。 

 それから、外国籍の職員、何人ぐらいい

てはるんか、どういう状況か、別に、これ

はどこの学校に何人ぐらいいてはるんっ

て、別に言うても構まわんわけでしょう。

固有名詞を上げるん違うんやから。それを

言うていただきたいと思います。 

 それから、桃林会についてですけど、こ

れ教育委員会として、例えば、準備体制、

やっぱり職員動きましたよね。例えば、こ

れを金額に直したら、人件費も踏まえて、

どのくらいの被害をこうむったか、その辺

に関して、具体的に教えていただきたいと

思います。 

 それから、栄養教師についてですけど、

事件がありましたよね、栄養教師の問題で、

改ざんしとるということで、忙しいからと

かということで、理由がいろいろあったん

ですけど、今度、人が減りますよね、栄養

教師が減るのかな。 

 あのときに、子どもたちの食育というか、

そういう面で、栄養教諭に対して、やっぱ

りそれなりにポジションを、重きを置かな

いかんのんと違うかというような、僕は質

問をしたと思うんですけど、その人数を増

やして、さっきの言うたさまざまな対応も

そうなんですけど、例えば、若い世代の保

護者が非常に子どもたちの栄養とかに関

して、暗中模索しとるような状況というの

は多々あると思うんです。 

 そういう方々に対して、しっかりと相談

に乗って、その対応ができるような相談室

はあると思いますけど、学校等に行ったら、

栄養の先生が、そういう的確な指導してく

れるとか、アドバイスをしてくれるような

状況というのは大切だと思います。 

 増員ができないのか。何でしなかったの
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かということを、再度、お聞かせ願いたい

と思います。 

 それから、小学校の休憩時間ですけど、

学校等で、それぞれ決めているということ

なんですけど、これはやっぱり統一すべき

じゃないかと思うんですよ。 

 あの学校は１０分から５分になったっ

て、これ聞いていますけどね。これデータ

あるんですよ。１０分が５分になったと言

うて。 

 ほんなら、そこで、例えばトイレの状況

とか、学校の先生はいいですわ。職員用の

トイレあるんやから。でも子どもたち、特

に女子の子なんかは、やっぱりトイレに時

間かかりますよね。 

 次の移動があったり、それから、その準

備いろいろあると思うんです。それが学校

によっては、５分になって、最終的には、

僕は思うんやけど、授業の時間を、それな

りに調整していると思うんですけど、やっ

ぱりそれは統一してですね、子どもの、例

えば行動、休憩時間の行動は、どういうよ

うなパターンが多いかということを調査

されているんかな。調査して、した上で、

このような短縮をするんやったら別やけ

ど、調査もしてないのに、単に学校の先生

の都合で、１０分を５分にします。これは

大きな間違いです。 

 学校というのは、先生のためにあるの違

うて、まずは子どもたちのためにあるわけ

でしょう。 

 子どもたちの一つの行動パターンをし

っかりと把握した上で、この休憩の短縮を

考えるという形やったら理解できるんで

すけど、それは学校に任せとるじゃなくて、

休憩というのは、僕はね、これは非常に大

切な時間と思うんです。僕自身、授業が大

嫌いやったから、休憩時間が少しでも延び

たらね、俺はむちゃくちゃ、うれしかった。 

 これは個人的な話ですけど、この休憩が、

そのように変更されるパターンが、ちゃん

と子どもたちのパターンを調査している

のか、お聞かせ願いたいと思います。 

 それから、人権教育についてですけど、

さまざまな人権問題ありますよね。僕は前、

人権教育をやっぱりしっかりとやってほ

しいと言ったのは、拉致問題というのがあ

ったんです。 

 一つの大きな時代の流れになって、今、

目の当たりにするような問題というのを、

中心的にやろうとするようなことはある

と思うんです。 

 例えば、いじめやったらいじめ問題を一

つの、中心的に人権教育の一つの大きな柱

にするというようなこともあってもいい

と思います。 

 ただ、さまざまな人権に対して、さまざ

まな状況というのはですね、やっぱりその

人権教育というのは、特に敏感に世の中の

流れ、情報というのをしっかりと受けとめ

た上でのね、当然、マニュアルがあるんで

すけど、そういう形で、一つの道徳教育が

ある中で、人権教育も、その本当に、そう

いう意味では語りかけて問題提起をして、

子どもたちにしっかりと考えさすという

ことが必要と、私は思います。 

 そういう意味で、バランスのいい人権の

一つの課題を、やっぱり子どもたちに提供

する必要があるんじゃないかというよう

に思いますので、その点、ご意見お聞かせ

願いたいと思います。 

 以上で、２回目の質問を終わります。 

○市来賢太郎委員長 野本課長、学校への

来校者名簿を求められていますけれども、

提出は可能ですか。 

 溝口課長。 
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○溝口総務課長 名簿につきましては、小

学校であれば、受付員を正門等に配置して

おりまして、そこで一定、来校者の方の受

付をさせていただいておりますが、事務局

において、現時点では各学校で管理してい

ただいておりまして、現在、すぐにご提出

できないです。学校現場のほうに確認をと

らせていただきます。 

○市来賢太郎委員長 暫時休憩します。 

（午前１０時５７分 休憩） 

（午前１０時５９分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 答弁をお願いします。 

 野本課長。 

○野本学校教育課長 学力向上の取り組

みにかかわりまして、２回目のご質問にお

答えいたします。 

 底上げというようなお言葉をいただき

ました。どの子にも学習の場を提供して、

学習意欲を高めていくというは、我々とし

ても非常に重要にしているところでござ

います。 

 また、一生懸命勉強したくとも勉強する

場がない、もしくは時間がないという子ど

もたちにも、学びの場を提供するというこ

とで、（仮称）せっつＳＵＮＳＵＮ塾のほ

うを考えさせていただきました。 

 それから、例えば、学習の内容を、どの

子にもわかるような設定をした場合に、言

葉は不適切かもしれませんけども、十分に

できる子が、その内容では物足りないよう

な状況になって、より力を伸ばせないよう

なことがあってはいけませんから、算数や

数学を中心に習熟度別指導等は学校の中

でも実施をしているところでございます。 

 さまざまな形をとりながら、その子、そ

の子の学習意欲を、やはりより高めていく

ことが、学習習慣、それから学習時間の長

さにもつながっていくと思いますので、ご

指摘いただきましたように、意欲を持って

取り組めるような学習環境の場を、これか

らも設定してまいりたいと思います。 

 続きまして、ハギハッキョの件でござい

ます。 

 ハギハッキョは、今年度で申し上げます

と、平成２８年７月２３日から２４日に、

第３３回の実施をいたしました。参加者は、

小・中学生が１５名、保護者が１１名、教

職員が６７名ということで、合計９５名の

参加がありました。 

 こちらのほうにつきましては、外国にル

ーツを持つ人たちへの対応や交流という

ことで、料理を行ったり、それから音楽を

演奏したりすることを通じて、保護者同士、

子どもたち同士の交流を深めている内容

でございます。 

 それから、わたしたちの摂津にかかわり

ますご質問についてお答えします。 

 委員がおっしゃるように、わたしたちの

摂津は、摂津市の自然産業、歴史の学びを

通して、摂津市のことをよく知り、さらに

摂津市の郷土に対しての愛着を図ること

もねらいとしております。 

 摂津市の史跡というものを一覧にしま

して、地図の形で、どこに、どのような史

跡があるのか、それが学べるような形にし

ております。 

 小学校３年生、４年生ですので、なかな

か深く理解することはできないかもしれ

ませんけども、名前を知り、そして地域の

願いを知っていくことで、それぞれの愛着

につながっていくのではないかと考えて

おります。 

 これらを踏まえて、より摂津市の郷土を

学び愛する気持ちを育むというようなこ

とで、何かチームのようなものをつくれな
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いかというお話ですけども、現在、市史編

さん室で、中学校２年生、３年生対象に市

制施行５０周年で冊子を作りまして配付

いたしました。 

 そちらで、中学生の学びを深めることで

すとか、このわたしたちの摂津を使いまし

て、各学校でより郷土のことを深く知るた

めのさまざまな学習のあり方を深めてい

くような、学校間のつながりですとか、摂

津市教育研究会の社会科部には、いろいろ

と提言できればなと思っているところで

す。 

 それから、卒業式、入学式にかかわる件

でございます。 

 決まり事を守ろうというのを、教職員が

姿勢でもって示していかなければならな

いというのは、まさにそのとおりだと思い

ます。 

 教職員につきましては、教育公務員であ

り、学習指導要領に沿って指導してまいら

なければならない立場です。また、大阪府

の国旗国歌の条例もございますので、みず

からの立場を考えて適切な態度をとる必

要がございます。 

 歌う姿勢を子どもに見せること、凛とし

たたたずまいで、その卒業式等に参加する

こと。これは子どもたちをリードすること

になると思いますので、歌うこと自体が公

務員として、あるべき姿だと思います。 

 これまでも校長会、教頭会を通じて、教

職員のあるべき姿についても指導してま

いりました。 

 決まり事を守ろうというような姿勢を

示す教職員としての、きちんとした態度が

とれるように、今後も引き続き指導してま

いりたいと思います。 

 いじめ１１０番の件でございますが、現

在１１０番という形で設置しているとい

いますよりも、いじめ相談電話、そして、

お悩み相談電話、いじめ相談メールという

ものを実施しているところでございます。 

 正直、申し上げますと、こちらを利用し

ての相談というのが非常に少ない現状が

ございます。こちらのほうにお電話いただ

いて、ご相談いただいたことをもとに対応

しているというのは、教育委員会のほうで

お受けをして、そして当該校に、その内容

を伝えて、ともに動いていくというのが現

状でございます。 

 先ほど申しましたように、市長部局のほ

うで設置しています相談ポストの中身で

気になる点がございましたら、教育委員会

に文書にて報告が上がり、それに基づいて

連動して対応していくということはとっ

ているところでございます。 

 それから、休憩時間の件でございますが、

１０分から５分に短くなる、例えば、１時

間目と２時間目の間の休み時間が１０分

から５分となるような話は聞いたことが

ございます。 

 それは、２０分休みを２５分休みに延ば

すとか、その全体の中のバランスを図るこ

とで、とってきた経緯があると聞いており

ましたが、トータルで休憩時間が減るよう

な動きというのが、大きく広まっていると

いうという把握は、こちらのほうで、申し

わけございません、できておりませんでし

た。 

 このあたりもすぐにお調べをして、対応

をしたいと思っております。 

 なお、パターンの調査といいますか、休

憩時間の子どもたちの動きについて、各学

校に調査を命じたことはございませんが

学校で休み時間を設定する際には、やはり

教職員の動きがベースで行われるべきで

はないです。休憩時間は、子どもたちの日



- 16 - 

 

常の生活がより円滑に進むように、そして

授業もきちんと確保される設定であるべ

きです。 

 休憩時間の長さを変えた学校につきま

しても、子どもたちの状況を鑑みて、修正、

変更していると思われます。 

 統一すべきかどうかと言われますと、学

校の環境等も、それぞれ校舎のつくりや運

動場との距離等も違いますので、なかなか

一律にというのは難しいかもしれません

が、一定、中休みといわれるような時間を

確保していこうであるとか、昼休みの時間

は一定、十分に確保していこうなどと、そ

ういった方針等は示すことができるのか

なと思っているところです。 

 それから、人権教育についてでございま

すが、先ほど私も申し上げましたように、

男女平等であるとか、それから障害児教育

であるとか、そういったものを各学校の、

それぞれの年間計画の中に盛り込んで、ど

こかだけが特化して多くなるような形に

ならないように、計画書のほうは提出を求

めているところでございます。 

 バランスのいい設定といいますか、計画

というのは非常に重要だなと私も思って

おりますので、さまざまな課題に対応でき

るように、きちんと総括して指導ができる

ように学校には伝えていきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 それでは、子ども

医療費助成制度についてのご質問に、ご答

弁申し上げます。 

 子育て支援、子どもや若者の成長の施策

につきましては、結婚や出産、それから育

児はもとより就学や進学など、さまざまな

ステージを見すえた環境の整備が考えら

れます。 

 今回の子ども医療費助成制度は、その一

つの手法であるというように認識してい

るところでございます。 

 ２２歳という年齢につきましては、子ど

もが大学を卒業して、社会人になりますと、

税法上なり保険なり親の扶養から外れる

ことになりますけれども、その一つの区切

りの年齢であるということでの設定であ

るというように認識しているところであ

ります。 

 委員、ご質問のように、さまざまな観点

があるかとは思います。そのため、この２

２歳までの拡大につきましては、対象者の

範囲を今後、慎重に検討してまいりたいと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかります桃林会に関する質問にご答

弁を申し上げます。 

 平成２８年度、１年間、正雀保育所を公

立保育所として運営をいたしております

けれども、市が要する経費といたしまして

は、正雀保育所で勤務する臨時職員であっ

たり、非常勤職員、また光熱水費、また管

理にかかります委託料等々が発生してお

ります。 

 また、一方でその桃林会が民間保育園と

して運営されておった場合には、他の民間

保育園と同様、市のほうとしても民間保育

園に対する教育、保育給付費負担金であっ

たり、障害児保育補助金といった支出が必

要となる予定でございました。 

 市の負担額については、公で運営してい

た場合の経費と桃林会に対し負担金を支

出していた場合の金額を比較する必要が

あると考えております。 
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 現在、平成２８年度予算執行中でござい

まして、市の負担額につきましては、決算

額をもって、どのぐらいになるのか、算出、

判断する必要があるかと考えます。 

○市来賢太郎委員長 奥野課参事。 

○奥野学校教育課参事 教職員人事にか

かわりますご質問にお答え申し上げます。 

 まず外国籍教員ですが、摂津市内の小・

中学校で１名勤務しております。 

 校長等に行うヒアリングでは、国籍が原

因となるトラブル等は聞いておりません。 

 続きまして、栄養教諭についてのご質問

でございますが、配置の基準は、いわゆる

義務標準法という法律に従いまして、４人

ということでございます。 

 ただ、都市教職員人事主担課長会から大

阪府教育委員会に対しまして、栄養教諭の

増員については、要望の声は上げておりま

す。 

 府教委からの回答では、学校給食の充実

に対応できるよう、栄養教諭等の定数の充

実を国に働きかけるとともに、今後とも教

育課題の状況等を踏まえ、各学校が抱える

課題やその取り組みに対して効果的、重点

的な教職員の配置ができるよう努めてま

いるとの回答を得ていますが、今後とも、

この増員に対しては、要望の声を上げてい

きます。 

 また、先ほど若い保護者の方が相談をす

るときに、学校に栄養教諭がいないのは困

るではないかというご指摘がございまし

たが、栄養教諭の聞き取りの中で、確かに

委員がおっしゃるように、アレルギーの除

去食等の悩みとかで、学校のほうに相談は

あるとのことです。 

 ただ、そのときに栄養教諭が配置されて

ない場合は、担任や養護教諭に質問をする

けれども、なかなか答えにくい場合がある

ので、その学校の養護教諭を介して栄養教

諭に電話等で相談があり、直接対応すると

いうケースもあるとも、聞き取りから明ら

かになっています。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 修学旅行にかか

わって、１点ご答弁させていただきます。

かねてから議員がご指摘いただいた業者

を、８校が選定したということで課長のほ

うから答弁を申し上げましたが、決算審査

のときにもお示ししました、例えば、検討

委員会であるとか選定委員会であるとか、

それを通して業者の選定を行っていると

いうことで、ある意味こちらが指示してい

るプロセスを経てその業者が選ばれてい

るということは事実でございます。何か懸

念されているような結びつきが裏にある

というようには捉えては今おりません。 

 ただし、今までのいろいろな経緯もあり

ますから、例えば、来校者名簿のことにつ

いても、学校が適正にやっているというこ

との証明という意味で求めておられると

いうようにこちらも捉えておりますが、ル

ールにのっとった形でやっているという

ことについては、まずお伝えしておきたい

と思います。 

 また、ルールにのっとった形で業者を選

定しても、同じ業者がずっと続いていくと

いうことになれば、おっしゃるような、言

葉は悪いですけど、なれ合いになってしま

ったり、金額的にも気がついたら上がって

いるとか、そういうことが起こるかもしれ

ません。 

 そこで、私どもが指導しておりますこと

につきまして申し上げますと、同一業者を

連続で選定できるのは３年までと。このル

ールにつきましても、各学校に取り扱いの
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ルールというものを示した後、３年が経ち、

今度、平成２９年度で４年目になりますけ

れども、４年続けて同じ業者を選定してい

る学校についてはございません。補足とい

う形で説明させていただきます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 来校者名簿はまだ

ですね。 

 溝口課長。 

○溝口総務課長 今、至急、ファクスで送

っていただいておりますが、来校者名簿と

申しますと、当然一般の方が大半で大量の

分量となりますので、その部分を早急に確

認させていただいて、該当する業者のみ抽

出する形でご提供できればというように

考えており、今その収集に当たっておりま

すので、もうしばらくお待ちいただいてよ

ろしいでしょうか。 

○市来賢太郎委員長 それでは、修学旅行

の件以外について、再度質問があれば。 

 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 学力向上に関しては、そ

ういう方向で学習意欲ある子どもたちに

対していかにその意欲を尊重し、そしてそ

の学力を向上させるかという取り組みを

しっかりとやっていただきたい。そのこと

が、非常に全体的な牽引になるんじゃない

かと私は思います。 

 底上げも大切です。公立の小・中学校と

いうのは、当然底上げをしていかなあかん

というのは一つの大きな原則というのは

わかるんですけど、しかしそれにも無理が

ある。だから、そういう形も、方法も手法

としてやっぱり必要じゃないかというよ

うに思いますんで、その辺は強く要望をし

ておきます。 

 それから、２２歳までの子ども医療費助

成の件ですけどね。市長部局は、定住化を、

流出を防ぐという一つの大きな原則があ

って、こちらは子育て支援ということなん

ですけど、ただ、これやったらパフォーマ

ンスなんですよね、はっきり言うて。私と

したらパフォーマンスとしか言いようが

ない。子育て支援やったら、ほかに望む保

護者の人がいっぱいおるわけ、ほかのこと

を。だから、この８，０００万円ですか、

お金が年間要るという算出方法も、何か１

５歳までの７５％がどうこうというのは、

その７５％の根拠は何ぞやということに

もなったりね。その算出方法にも、非常に

矛盾があるんです。私には理解できない。

だから、そういう点においても、答えるほ

うにも限界があると思いますけど。ただ、

今、言うたように、皆さんね、よう議論し

てください。だから、実際何が必要か、何

がどういう形で要るのか、要らんのか。例

えば、大学に行くんやったら奨学金じゃな

いけど、もうそういう形のもんが要るかも

しれません。ただ、１８歳で就職して高校

出で勤めとる人たちからしたら、やっぱり

不公平を感じたりするかもしれません。だ

から、そういう点の何が本当に必要なんか

ということをもっともっと議論して、単に

これパフォーマンスとしかとられようの

ないようなことはやっぱりやめてほしい。 

 教育委員会としては、その辺はしっかり

と理論武装じゃないんやけど、説明できる

ような状況に持っていってもらいたいん

です。そういうことを強く要望しておきま

すんで、お願いしますね。 

 それから、このハギハッキョです。これ

先生がむちゃくちゃ多いですね、６７名い

うて、これは先生のためにやっているんか

な。子どもが十何名でしたか。俺、言うと

るのは、何で日本人の子どもたちと一緒に

やって、そういう形でせえへんのか非常に
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不思議なんや。それで、これ予算書のどこ

にあるんかな。予算書や決算書。何かその

辺のもんが出ていないし、僕、一遍ハギハ

ッキョでパソコンで検索したけど、何も資

料が出てこない。すばらしいことやったら

やな、もっとそういう形で、資料としてぱ

っと検索したらすぐ出てくるようにしと

かなあかんしやね、ちゃんと予算書、決算

書にも明記すべきやろ。どこに出とんかわ

からへん。 

 六十何人、今言うたそれ答えてもろてな

い。何で日本人の子どもたちと一緒になっ

て、そういう形で交流を深める場にするん

やったら別やけど。時には、日の丸、国旗・

国歌が何やこうと言うとって、こっちの民

族学級のアイデンティティーといって、何

をやっとんかわからへん。はっきり言うて。

その辺、もう一遍説明をお願いしたいと思

います。 

 歴史的文化教育は、当然、そういう形で

教えていただいているというのは思うん

ですけど、例えば、課外事業としていろい

ろ歴史の何かそういうマップみたいなん

があるというように、さっき言うたように、

こういうとこにこういう場所が、こういう

のがありますよという形のものはつくっ

てあるというて聞いたんですけど、結局そ

こをずっと歩いて、ルートとして回って、

由来を説明して、文書を読めと言うても、

なかなか子どもたちはそういう形で読ま

んと思う。読む人もおるかもしれんけど。

だから、そういうルートをずっと見ながら

見学する課外授業として、摂津市の歴史の

深さをしっかりと教え込む必要があるん

じゃないか。 

 さっきの言うた、ここにおられる方々は

皆知っていると思いますけど、大きな子ど

もたちが、ここが何で畿内随一の繁華街や

いうて。昔、千年ぐらい前かな、そんなこ

とを知っとる人がごくごく少なかったと

思うんですけど。でも、そういうことをし

っかりと教えたら、そうかということで、

子どもたちがよそに行って誇れるでしょ

う、そういうことを知っとったら。 

 この前、僕は知り合いがいて赤穂市によ

く行くんですけど、赤穂市はこういうもん

があるわ、いや、摂津市はこういうもんが

あるかというて聞かれるんですけど、結局

は２００年前の悲劇で飯を食うとるやな

いかとかというて、そんな話をするんです

けど。結局は、そういう歴史合戦というの

ができるというのは、これは子どもたちに

とっては本当に宝もんやというように思

いますんで、その辺はまた大切な授業を、

課外授業をやっていただきたい。これも要

望しておきます。 

 卒業式、入学式について、野本課長ね、

判で押したようなご答弁をいただきまし

てありがとうございます。あなた方は、そ

れをずっと言い続けてはるんですよ。そう

いう形で、当然なことやから、それをする

ようにしますと。現実に、徐々にあるけど、

やっぱりそういう形で実行されていない。 

僕は、第二中学校の卒業式を見ていただ

いたけど、全般的に見ていて非常に感動し

ましたよ。それは確かです。 

 ただ、何遍も言うんやけど、きちっとひ

ざ詰め談判で、何でルールを守らせないね

ん。多くの先生方は、そのことを理解され

とるというように、私は思います。きのう

も、私の後輩の話を聞いておりますと、ほ

んなら、その問題がある人らに対して、き

ちっと利を通す。少数の意見が尊重されて

多数が尊重されへんというのは、けったい

な世の中やと思いますんで。それで少数に

引っ張られるということもけったいなこ
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とですよね。教育として、子どもたちがマ

ナーを学ぶという観点からも、これはおか

しいことでしょう。教員が、わしは関係な

いねん、その現場におらへんからいいでは

済まへんでしょう。 

 私の娘が外国語大学の附属高校におっ

たんですけど、外国人の子が留学してくる

んです。ほんだら、歌というのは、当然、

民謡とか向こうのを歌うけど、やっぱりみ

んな国歌を歌うときには、テッと皆背筋を

伸ばして歌うらしいです。日本人が聞いた

ら、知らんというね。それは、高校やから

ある程度知っとったけど、知らんという状

況が国際的に見ていかがなもんかと。 

 だから、その辺のやっぱりきちっとした

ルールを子どもたちに教えるという観点、

それから国際的な一つのマナー、そういう

点からしっかりともう一遍話をしてみて

くださいな。何遍も言うとうねんけど、ど

んな思想を持っても、それは構わんわけで

すけど。だから、そういう点のことをやっ

ぱりひざ詰め談判じゃないけど、これは教

育長も一緒になって、そういう形で話をせ

んと、これはあなた方の一番のアキレス腱

ですよ。ルールを守る。ルールどおり何で

せえへんねんというのは、アキレス腱でし

ょう。だから、教育長、もうこういう話は

最後にしておきたいんですよ。僕は議員に

なって２８年かな、これは毎回言っていま

すわ。もう最後にしておきたいんですよね。

そういう点、再度強く要望をしておきます。 

 それから、いじめ１１０番ですけど、こ

れも、実際、パフォーマンスやったんです

ね。テレビ放送で、市長部局が鳴り物入り

でこれやりますということなんですが、実

際、その制度はほとんど使われていないし、

結局は来たものをすぐ教育委員会に回す

んやったら、最初から教育委員会にしとっ

たらええわけですやん。何で、わざわざ市

長部局にこんな目安箱みたいな、アンケー

トじゃないけど、そういうようなもんを設

置して、ほとんどその中は空っぽで、その

ようなことをわざわざする必要もなかっ

たわけですけど。結局は、これパフォーマ

ンスやったんやなというようにつくづく

感じております。もうこれ以上は、言いま

せんけど。以上です。 

 それから、ひとり親家庭の件も要望にし

ます。 

 外国籍も見直しということなんで、これ

も要望とします。 

 それから、外国籍の教職員もわかりまし

た。１人ですね。 

 桃林会、これちゃんと算出してください。

小林部参事、そうでしょう、これは市民の

税金が使われたわけですよ。だから、ちゃ

んと教えてくださいと言うとるわけでし

ょう。人件費で、何ぼかかかったのか。桃

林会のやりとりの中で、一生懸命準備され

とったというのは、私は聞いていますやん。

今回のことは、ほんまの青天のへきれきで、

あなた方は完全な被害者ですやん。しかし、

現実問題として、桃林会がまだ園を増やそ

うという動きがあるようなことを聞いて

いますよ。そのような事例があったのに、

まだそんなことを言うとると聞いていま

すよ。あなた方が、生ぬるいから、そうい

うことになるんですよ。 

 これは、もう摂津市の全般的な市長部局

もそういうことになるんですけど、あなた

方がああいうことになって、民間に委託し

ようと思ったら、そうしたら公立のほうが

いいということになりますやん、はっきり

言うて。こんな危険性があるんやったら。 

 この前の給食の件がありましたやんか。

あのときも、何でこんなことになるいうた
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ら、結局、公に返したほうがええん違うか

という話になりましたでしょう。 

 だから、そういうことを大丈夫やという

ことで担保されとるから私も賛成しとっ

たんですよ。そうでしょう。でも、今回こ

ういうようなことになってきたんやった

ら、実際に、こういう被害をこうむっとる

わけですやん。それをちゃんと算出して、

ある程度把握しておかなあかんのに、人の

金や思うたらあきまへんで。税金ですよ、

きちっと数字を出してください。 

 栄養教師に関しては、よくわかりました。

制度の中で、１つの決まり事の中でこうい

うことがあるというのはわかりました。 

 しかし、今言うたように、お母さん方に

はですね。だって、そうですやん。何ぼ学

校でアレルギー対応を一生懸命やっとっ

ても、家へ帰ってアレルギーでとんでもな

いことになったらやっぱりぐあいが悪い

わけですやん。学校の責任やから責任の範

疇で、それはわかりますよ。でも、そこで

保護者に対してそういう一歩を踏み込ん

で、こういう形でアドバイスできるような

人員を配するということはやっぱり必要

であると思うし、適材適所においてそうい

う対応をするということは、これはもう保

護者との信頼関係になると思うんで、その

点はしっかりと感度を高めて、保護者に対

しての対応をやっていただきたい。 

 そういう形で、府へ要望は出しとるんで

すよね。増やしてほしい。それも理解でき

ましたんで、強く要望しておきます。 

 休憩時間ですけど、これやっぱりシミュ

レーションをしっかり持って、子どもの休

憩時間、子どもの行動、学校の広さと言う

ても、そんな何キロメートルも離れたよう

なごっつい巨大な校舎やったら別やけど、

摂津市においての小学校いうたら、大体の

距離は決まっとるわけですよ。 

 その中で、子どもにとってどうこうより、

保護者から、これ何でやのというような、

おかしいやないかという声が出とるわけ

です。子どもからも、やっぱりそういう形

でクレームが出とるという。子どもから、

何でやという形で、そういうことが現実に

あるということなんでね。 

 そういうことは、教育委員会が、例えば

休憩時間を学校においてより、さっきも言

うたように、ある程度原理原則じゃないけ

ど、統一してやっぱり行う必要がある。だ

から、休憩時間を軽く見とるとは言いませ

んけど、私は非常に必要な時間というよう

に思います。例えば、仕切り直しの面にお

いても、体育の場合、それも考えとると思

うんですけど、着がえたりせなあかんし、

女子は女子の更衣室がないんやから男子

はよそに行ってというようなこともあっ

たり、さまざまのことがあると思います。

だから、その間の準備期間は当然考えとる

と思うんですけど。 

 しかし、これはもう一度、子どもたちの

行動のシミュレーション、パターンをしっ

かりと研究しながら、子どもたちにとって

何がベストかということを、もっともっと

議論しながら、どうしても僕はこういう文

書を見て、そういう不平不満が出とるとい

うのは教職員が勝手に書いとん違うかと

いうような、そういうことを僕は考えてし

まうんですよ。もしか、それがしっかりと

理解できとったら、私のとこへこういうよ

うな文書は来ませんわ。そうですやろ。コ

ンセンサスを得ていないんですよ、短縮時

間に関して。そやから、私のとこへ保護者

からいろんな意見が出てくるんだと。その

点に関して、もう一遍、答弁をお願いした

いと思います。 
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 人権教育に関しては、もうわかりました。

バランスがよく、しっかりと偏りのないよ

うな人権教育をしていただきたい。 

 私は、個人的ですけど、絶えず拉致問題

というのが私の心の中にありまして、だん

だん高齢化していくお父さん、お母さん方

の姿を見とると非常に心が痛い。この前で

も、マレーシアの空港で、ああいう理不尽

に殺されましたでしょう。ああいうような、

国自体が暴力組織みたいな国。そういうこ

とで、日本人の本当に真面目に、ましてや

横田さんはまだ中学生でしたかな。そうい

うことになっとることに関して、非常に心

が痛む。 

 そういう点で、個人的な話になりました

けど、バランスのよい人権教育をお願いし

たいと思います。 

○市来賢太郎委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時３４分 休憩） 

（午前１１時３９分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 野本課長。 

○野本学校教育課長 まず、ハギハッキョ

の件でございます。こちらにつきましては、

教育関係団体の一つ、これは教育関係団体

と申します摂津市教育研究会ですとかの

一つなんですが、摂津市在日外国人教育推

進協議会という団体が主催しているもの

でございます。その関係で予算書のほうに

は出てこないということでございます。 

 日本の子の参加等のことなんですが、も

ちろんルーツのある子どもたちが主で参

加をしていくものではありますけども、広

く開催を呼びかけて、参加できる子どもた

ちには参加をしていただこうというよう

な動きにはなっております。ですので、短

時間でも参加している子どもたち、日本の

子どもたちもいようかと思いますが、そこ

までの数字が拾い切れていないというの

が現状でございます。 

 ですので、外国にルーツのある子どもた

ちのつながりだけではなくて、日本の子ど

もたちも含めた多くの子どもたちとのつ

ながりを広めていくというようなことが

目的の一つでございます。 

 それから、休憩時間のことでございます

が、これは確かに保護者のほうからそうい

うご意見が出ているというのは、学校側が

きちんと子どもたち及び保護者のほうに

その意義や意味というものを十分伝えて

切れていないであるとか、何かの配慮を行

うこと等が欠けているのではないかと思

われます。 

 おっしゃるように、ある程度の原理原則

というのはあろうかと思いますが、子ども

たちの状況をよく踏まえた上で対応して

いかなければならないと思いますので、各

学校が休み時間の設定をどのようにして

いるのか、こちらのほうもこちらのほうか

ら聞いていきたいと思いますし、無理があ

るところがないのかであるとか、それから

保護者との意見等が踏まえられているよ

うなものになっているのかどうかという

のもあわせて調べていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 ハギハッキョの外国人

何とか推進委員会。それは一体どういう団

体なんですか。 

 それと、何でそういう形で教育の、教育

委員会にそういう形で中に入ってきたの

か。その過程なんか全然私は知らんのです

よ。何で、教員をそこまで動員できるのか。

そういうことを、全く今聞いた中での話で

あって、そういう、例えばさまざまなＰＴ

Ａとか子ども会とか、さまざまな団体が子
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どもたちと携わるということは当然公に

なってできるんやけど、外国籍何とか委員

会ですか、そういうことがそういう形の教

育委員会、教育の現場に携わっとるという

ような過程は、今、全く説明を聞いていな

いんです。 

 何をもって、例えば日本人も入っていい

よというようなことなの。ここは、やっぱ

りそういう教育委員会が、教員もぎょうさ

ん入るんやったら、きちっとその辺の大き

な理由づけが要るでしょう。それが全く私

には理解できない。どういう形で、その団

体はどういうもんか。何遍も言うんやけど、

どういう形でそういうところに入ってき

たのか。何でそこで教職員が何十名、六十

何人か、そういう形で加わったのか。費用

は全部そっちの団体持ちなのか。何でその

敷地を使えることになったのか。そういう

ことをきちっと説明してください。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 それから、休憩時間の授

業なんやけど、やっぱりそういう点で、教

育委員会が全部知らんでええかもしれん

けど、一応管理しとるわけですから、休憩

時間をやっぱりその点、統一を僕はすべき

やと思う、ある程度。統一すべきやけど、

あえて学校で学校のそれぞれの立場を尊

重するんやったら、しっかりとその辺のコ

ンセンサスと、それから教育委員会自体も

やっぱり把握しておくべきや、そういうこ

とを。 

 軽んじたらあかんいうて、俺は何遍も言

うているやんか、休憩時間を把握しておく

べきやし、しっかりと保護者からそういう

声がないように、やっぱりその辺はやりと

りを保護者とやるべきやと。そうせんと、

いや、子ども中心やと言うても、これは先

生の都合でやっとるん違うかというよう

になってしまうわけ。そういう点をしっか

りと、これも要望にしておきます。 

○市来賢太郎委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時４３分 休憩） 

（午後 １時 １分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 それでは、こど

も教育課にかかわります桃林会のご質問

にご答弁申し上げます。 

 平成２８年度の１年間、正雀保育所を公

立として運営することによりまして生じ

る現時点での主な科目の執行見込み額に

つきましてご答弁させていただきます。 

 正雀保育所で勤務いたします非常勤職

員、臨時職員の賃金として約３，３００万

円、電気、ガス、水道等の光熱水費として

約３００万円、機械警備や害虫駆除、用務

員の業務委託料の見込みとして約１２５

万円などがございます。 

 一方、民間保育園として桃林会が開設さ

れていた場合には支出する予定でござい

ました教育・保育給付費負担金等の執行が

不要となっているところでございます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 ハギハッキョにか

かわります件につきまして、お答えをいた

します。 

 こちらは、先ほど摂津市在日外国人教育

推進協議会が主催するものと申し上げま

したが、この団体は任意団体でございまし

て、そのほかにも摂津市教育研究会、また

生活指導研究協議会等があるうちの一つ

の団体でございます。 

 平成７年からこの団体が発足しまして、

主な１年間の取り組みといたしましては

このハギハッキョのほかには、ともに生き
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る集い、またフィリピン子ども交流会や中

国子ども交流会など、各交流会等を実施し

ているところでございます。 

 このハギハッキョにつきましては、日本

の子どもたちも参加をしておりますと申

し上げました。正式には、外国につながる

子どもたちに呼びかけて出席している状

況でございます。 

 それから、教員が多く参加しているとい

うご指摘をいただきましたが、実質２日通

じて参加している者は１０人ほどで、これ

は事務局の者でございます。そのほかに、

一部開会式に参加したり、一部自分の担任

している子どもが何か披露等を行う場合

に担任等が一部参加したりする、そういっ

たようなことから、一部参加の人数を含め

ると、先ほど申し上げた人数になるという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 すみません。修学旅行に

係りますプロポーザル方式による業者選

定での業者が各学校に来校した際の回数

等について、今資料のほうを用意させてい

ただいておりますが、印刷がまだ全てそろ

っておりませんので、もう少しだけお待ち

いただけますでしょうか。 

今、小学校１０校中、５校まで印刷のほ

うを終了しております。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 桃林会の部分で、一応決

算が出たらはっきりとはすると思うんで

す。今、現時点で大体の予想を述べていた

だいたと思うんですけど、それにしてもや

っぱりそれぐらいの金額になっている。 

 これは、そういう一つの形で非常に、向

こうは向こうのとんでもない事情によっ

て、事件ですよね。１億３，０００万円と

いうお金が異常な使い方をされていると

いうことで事件になっとるわけであって、

それで非常に教育委員会自体が被害を受

けとるわけですから、当然そういう一定の

整理ができた上でしっかりとしたやっぱ

り法的な対応もしてもらわんと、これ市民

は納得いかないと思う。納得がね。 

 ましてや、聞くところによると、分園を

するとかなんとかというて、全く反省の色

が出ていない。そういうような形で一つの

大きなけじめをしてもらわんことには納

得いかないと思いますんで、その辺に関し

ては、しっかりと頭に置いて今後の決算が

出た段階で、当然、市長部局との話し合い

もせなあかんと思いますけど、対応してい

ただきたい。これは、強く要望をしておき

ます。 

 それから、ハギハッキョですか、初めて

聞いた名前なんですけど、学校の施設に泊

まり込みをしているんですよね。私が何回

も、子ども会をやっとったときに、学校の

施設にお泊まりの教育をさせてくれとい

うことで、夏休みに何回も言うたことがあ

るんですよ。ことごとく断られたんですよ。

ことごとく。それやのに、何でこのハギハ

ッキョは一泊二日でこういうことができ

るのは差別やないですか。 

 何でそういう日本人の子どもたち、まし

てや子ども会ですやろ。あなた方は、やっ

ぱりＰＴＡとか子ども会の組織の充実を

せなあかんということでやってはったじ

ゃないですか。力を入れなあかんというこ

とをやってはった。今、子ども会が壊滅的

な状況やということはよくご存じでしょ

う。そういう形で、我々としたら何とか子

ども会を存続せなあかんということでい

ろんな動きをしとった中で、夏休みの校舎

利用をことごとく断られた。それやのに、



- 25 - 

 

このハギハッキョだけは使っている。 

 ましてや、教員も入ってですよ。子ども

会として、私は教員に対していろいろと協

力の要請をしてきましたよ。校長先生、教

頭先生はイベントごとに来てもろていま

すけど、それ以外のことは、ほとんど職員

は来ていない。それやのに、このハギハッ

キョに一生懸命力を入れてはりますよね。

これは差別ですよ。差別以外の何物でもな

いわ。 

 ハギハッキョというのは、朝鮮語ですよ

ね。夏季学校とかという意味かな。それで、

国際交流とかそういうことを踏まえたら、

何でこれを朝鮮語にせなあかんという理

由もない、わからへん。 

 こういう形で優遇してやっている。ほと

んど日本人の子どもたちは参加していな

い。フィリピンと中国、その子どもたちが

そういうことで、またそういう場を与えら

れている。全くそういう点でアンバランス。 

 それと、これ市の教育委員会の予算を使

てんのかな。それもはっきりしてほしい。 

 委員長、ほんなら修学旅行の件は、出た

らやってください。以上。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 ハギハッキョにか

かわります件でございますが、名称につき

ましては、おっしゃるように朝鮮語での夏

季学校ということで、韓国、朝鮮につなが

りのある子どもたちを対象とした事業で

ございます。 

 フィリピンであったり中国であったり、

ほかのそういう交流会等を１泊のような

形で実施しているわけではありませんの

で、これはバランスがとれているのかと言

われたら、とれているとは言いがたいとは

思います。 

 学校の施設につきましては、この教育関

係団体補助金の一部の団体としてこちら

のほうからも補助しているということか

ら、学校のほうで使用することを許可して

いるところはあろうかと思います。 

 お金の件ですけども、こちらの協議会の

ほうに補助金を交付しているところでご

ざいます。このハギハッキョにつきまして

は６万６，０００円、補助金を活用して、

国際理解の社会人講師等をお呼びして取

り組みをしているときの講師料としてお

支払いしているということでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 今、ご答弁があったよう

に、それをどういうように改善するんか、

子ども会に関して、そういう形で一切拒否

しておるのに、ほんならこのハギハッキョ

で最優先して場所をとって、講師の予算も

つけてやってはる。ほんなら、あんたがた

が、今言うたように、子ども会やらＰＴＡ

の充実、組織のきずなをしっかりと高めな

あかんという理屈から考えたら、当然そっ

ちの方を優先すべきや。それを無視じゃな

いけど、そういうことを拒絶しながら、こ

っちに対しては一生懸命育てるという雰

囲気があるというのは非常におかしい。 

 僕は、北朝鮮、韓国人を差別していると

か、子どもたちを差別する気持ちは全くな

い。一緒に交流して、国際感覚を身につけ

なあかんということを私は言っている。わ

かるやろ、それは。それは、日本人だけじ

ゃなくて中国人もそうやし、フィリピン人

も一緒になって、一人の人間として、一人

のそういう生まれ育ちは違うかもしれん

けど、そういう形で仲よくそれらの文化を

お互いに勉強しようやないかという形で

するんやったら、まだ話がわかる。 

 でも、特定の国、特定の方々を中心にや
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って、それを最優先して、子ども会のそう

いう形の行事で使わせてもらえんという

のは全く本末転倒していると思う。どのよ

うに改善してくか、そのことをお聞かせ願

いたいと思う。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 研究団体が在日

外国人教育を研究するということは、任意

の研究団体でありますから必要なことで

もあり、その補助金を出していくことにつ

いても、もちろん研究活動の内容にもより

ますが、今後も続けていくことになろうか

と思います。 

 ただ、国際感覚を身につけていく、国際

理解をしていく中で、どのような内容の国

際理解に取り組むか、これについては我々

も内容をよく見ていきたいと思っていま

す。 

 今、この団体が行っておる文化にふれる

集いでございますが、かつては１つの国の

ことを中心にやっておったのが、現在は幅

広く取り組んで、また全市的に児童生徒に

参加を呼びかけておられます。補助金を出

す側として、様々な行事がより開かれたも

のになり、より国際感覚を身につけられる

ようなものになるよう、要望していきたい

と考えております。 

 施設の利用につきましては、ややもする

と学校の関係の団体であるから、また、よ

くわかってくれているからいいだろうと

いうような形で、ルールというものが一定

他のところに示しているものと違ってき

ていることがあるかもしれません。そのあ

たりは、説明がつくような施設の利用、貸

し出しというものに改めるように、検討し

てまいります。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 だから、子ども会の我々

が貸してほしいということになったら、例

えば、そこに責任者がおらへんとか、学校

の施設は地域の方々が子どもたちが夜中

にほたえたら騒音問題がある、だからこう

いう形で貸し出しできないという。私は、

鳥飼西小学校の当時の先生からそういう

返事をいただいた。今言うた話の中で全く

つじつまが合わへんねんけど。 

 それと、最近の活動を調べてみたら、皆

チョゴリを着てね。国際化、国際化言うけ

ど、やっぱりほかの民族の衣装もたくさん

あるわけであって。でも、やっぱり凝り固

まっとうねん。韓国、朝鮮を主体にね。民

族教育をやっとるような形にしかとられ

へん、やっとることに関して。それに対し

て補助金出して、最優先して学校施設をﾄ

ﾗｴﾙﾄ。その辺は、全く我々のその立場とし

たら、それは理解できない。 

 騒音問題であかんと言われた理由は一

体何や、何ぞやということ。夜中に、例の

お化け屋敷、肝試しか、子ども会のイベン

トでお泊まりして、そういう形をしようと

か。それはきゃっきゃ言うかもしれんけど、

そういう形でしたり、いろんなイベントを

しよういうて。騒音問題やからあかんとい

うことで。全くその理由が違うんやけど。 

 その辺、もう一遍答弁いただけますか。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 もちろんハギハ

ッキョで使用するときも、研究団体は夜、

近隣への配慮はしておられると思います

けれども、配慮がということであれば、他

の団体だって配慮できますよとおっしゃ

ることはよくわかります。今の状況がどう

いうことで貸し出しをしているのかも調

べた上で、近隣の方、いろんな団体が公平

感を持てるようなルールに改めていきた
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いと思います。 

 おっしゃるように、片方で騒音とか、あ

るいは管理、安全の問題ということが出て

くるならば、片方も同じように出てくると

いうことで、それはそういうように理解し

ております。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 しつこいようですけど、

これ平成７年からですかね。これ全国的に

そういう展開があるみたいです。何か知ら

んけど、摂津市は最優秀じゃないけど、積

極的にやっとるということで有名らしい

ですけど。 

 しかし、その時分からやっとって、教育

委員会がそういうことを把握していない

ということ自体が、これは問題わな。そう

いう状況をしっかり、そういう活動をやっ

とる状況を、ましてや教員がそこにぎょう

さん入っとるということやったら、延べの

人数で６７人ということだったらしいん

ですけど、それなりの内容の情報はしっか

りとつかんでおくべきやと思う。それを、

今後注意するというようなご答弁いただ

いたけど、それはおかしいよ。 

 そういうことを、私が言うたことに関し

て的確に把握した中で、それから今全般的

な子ども会のあり方とか、そういうことを

踏まえた中で、やっぱりその位置づけとい

うことを考えていくんは当然である。この

四、五年で行ったような団体やったら、そ

れは別にしても、こんだけ長い歴史のこと

をやっとんのに、そんだけの優遇をさせと

ったということ自体に大きな問題がある。

これは、逆差別やね。 

 そのことに関して、教育長、ご答弁がも

しかあるようやったらお願いします。 

○市来賢太郎委員長 箸尾谷教育長。 

○箸尾谷教育長 私は、いつも思うんです

けれども、日本人の子どもたちの中にも外

国に住んで、その国の学校へ行っている子

どもがたくさんいます。私も、以前に中国

に行ったときに、現地校にいる日本人の子

どもたちに面会させていただきました。本

当に少人数の中で、中国語、英語を学びな

がら、なおかつ日本語も忘れないようにし

ながらということで一生懸命勉強してく

れていました。そこでも、学校の中で日本

人同士が集まって部活動みたいなものを

やっていただいているというお話でした

けども、やっぱり外国に住む人が自国の言

葉であるとか文化を忘れないように、身に

つけていくという取り組みは必要だなと

思います。 

 そういう意味で、在日外国人の方々、日

本に住んでおられる方々が、それぞれの国

のルーツとなる言葉や文化を学んでいか

れる、そういう場を設定するいうことは、

一定教育的にも意義があると思います。 

 ただ、委員からご指摘あったようなその

団体だけを特別視するようなことがある

としたらそれはいかがなものかと思いま

す。やっぱり市民の方々に対してきちんと

説明できる形でやる必要があります。 

 正しいことをやっている以上は、きちん

とそういう説明をする必要があるだろう

と思いますので、今まで何してきたんやと

いうようにおっしゃられましたら、それは

きちんとできていなくて申しわけないと

いうことしか申し上げられませんけども、

やっぱり今後内容についてもう一度調べ

まして、きちんと対応するように指導して

まいります。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 教育長、そういうのは日

本人学校がやっていることが多いんです
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よ。例えば、外国へ行って、今言ったよう

な内容を教えるのは、その現地の日本人学

校。これは、僕は教育のことはそこまで知

らんのですけど、多分いろんな文部科学省

の一つの中で日本人学校というのはある

と思うんですけど。そういう学校がその国

の、例えば日本人のいろんな状況で外国に

行っとる子どもたちに対して日本語なり、

そのルーツなり、そういうことを日本人学

校がやっとるわけです。 

 今回のこの件は、日本の学校が、そうい

う学校や教育が補助金を出してこういう

ことをやっとる。ちょっとその意味合いが

違うと思う。 

 それで、今言うたように、それぞれの例

えば在日の方々が本国と離れていますよ

ね。しかし、その中で民族のことを、ルー

ツを忘れがちやから、そういうことをきち

っと教えなあかんと言うけど、非常に、特

に気をつけなあかんのが、加害者、被害者

みたいな感じで物事がなってしまうこと

が多いんです。そこにイデオロギーが入っ

たり、そういう形になってしまって、それ

があらぬ方向に行ってしまうということ

も過去においては多々あったわけですか

ら。私は、そういうことは決してよくない。 

 日本人と、それからいろんな国々の方々

で、ある程度、人間の生きざまというのは

やっぱりきちっとした倫理観があったり

ルールがある。そういう点を共有するとい

う感覚をやっぱり子どもたちに持っても

らわなあかんわけ。特定の国がええ、悪い

じゃなくて。だから、そういう意味で国際

感覚を身につけるために日本人と、それか

ら在日の人、それから中国、フィリピン、

いろんな国々の人らが人間としてしっか

りとした倫理観を保とうという、子どもの

時代からのやっぱりそこで育むようなも

んがないとあかんと思う。そういう面でこ

れを利用するんやったら、この活動を利用

するんやったら、私は大いによしとする。 

 しかし、特定の方々がそういう形で最優

先で、物事を最優先でその場所、またその

時期というのが非常に夏休みのええ時期

をとっとるというように聞きましたけど、

そういう形で教員も力を入れてそこへ参

加する。 

 教員の人件費は全部ボランティアかな。

全部かな。それも踏まえて、再度、答弁を

お願いします。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 教員については、

食費等は自己負担ということで参加して

おります。いわばボランティア的な活動に

なっております。 

 今、おっしゃったさまざまな国の人が交

流をする、あるいは日本という国の中で、

日本の文化も含めて交流し合う機会にす

ることこそが国際理解、あるいは文化の共

有であると、そういうお考えについては、

我々もそう思います。 

 現在、例えば、各学校で国際理解教育に

関する子ども会活動等を行っております

が、そこには日本人の子どもも参加したり、

あるいは様々な国につながる子どもが参

加しながら、それぞれの国のよさ等を交流

し合っておるところです。 

 行事も、これまでの経緯等も踏まえてハ

ギハッキョがずっと続いてきたというこ

とも、より幅広く国際理解ができるような

ものというものに、日ごろの子ども会活動

等も踏まえた上でなっていくように、補助

金を出す側としても見ていきたいと考え

ています。 

 それから、特定の団体だけ優遇をされて

いるんではないかというような疑念を持
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たれることがないように、教育委員会とし

てもしっかり活動を見ていきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 教育長。 

○箸尾谷教育長 特定の団体が優遇され

ないというのは、もうそのとおりなんです

けども。 

 ただ、今、委員がおっしゃった日本人学

校というお話ですけど、確かに日本人学校

はございますが、世界的に見ても数はそん

なにたくさんあるわけではなくて、基本的

には大きな都市、首都でありますとか、そ

ういうところのみになります。したがって、

大都市に住んでいない多くの子どもたち

なんかはやっぱり現地校に入ってやって

おります。 

 アメリカなんかでしたら補習校という、

日本人学校とは別の、ふだんは現地の学校

に行きながら、土曜日とか日曜日に集まっ

て日本の勉強をするという、いわゆる補習

校というものもありますが、今私が例に挙

げさせていただいたのは中国の現地校の

お話でしたので、日本人学校があることは

私も承知しておりますけども、今の私のお

話は現地校での話だとご理解ください。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 これからしっかりと特

別扱いせんと、そういう形で、補助金出し

ているわけですからね、そういう点の意識

はしっかりと持つべき。それで、補助金出

しとる限りは関与すべき。その関与という

のは、教員だけじゃなくて、教育委員会も

しっかりとその流れを見とかなあかん。出

しっ放しではあかんわけですよ、これ。今

の状況がこういうことになっていますよ

と私に指摘される前に、しっかりとその辺

はやっぱりおたくらが、教育委員会が理解

すべきやと思う。 

 そういう点で、これから公平に、そして、

また国際感覚という観点から考えてもら

うということでご答弁いただきましたん

で、もうこれ以上言いませんけど、その辺

だけは私もこれから注視して見てまいり

ますんで、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 ほんなら、あれだけ残して、あとは質問

結構です。 

○市来賢太郎委員長 それでは、資料が提

出され次第、渡辺委員の質問を再開するこ

ととします。 

暫時休憩します。 

（午後１時２７分 休憩） 

（午後１時５８分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 溝口課長。 

○溝口総務課長 申しわけございません。

まずご答弁させていただく前に、今回、資

料提出に大変時間がかかりましてご迷惑

おかけいたしましたことをおわび申し上

げます。 

 また、今提供させていただいております

資料につきましては、個人情報保護の観点

から今回の旅行業者名以外の来校者の方

の氏名、所属については伏せさせていただ

いておりますことをご了解願います。よろ

しくお願いいたします。 

それでは、渡辺委員からの修学旅行に係

りますご質問の中で、業者が各学校に来校

した記録についてお答えをさせていただ

きます。 

 平成２８年度におきまして、それぞれ各

学校の来校者名簿のほうを確認させてい

ただきまして、修学旅行に関係しておりま

す業者の来校記録につきましては、三宅柳

田小学校と鳥飼北小学校、この２校におき
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ましてそれぞれ１回ずつの来校記録を確

認させていただいております。 

 選定業者以外の業者の来校回数につき

ましても調べさせていただきまして、鳥飼

小学校、味舌小学校、千里丘小学校、摂津

小学校、鳥飼西小学校がそれぞれ１回来校

されております。 

 また、三宅柳田小学校と鳥飼北小学校に

つきましては、それぞれ２回ずつの来校が

ございました。 

 最後に鳥飼東小学校で選定業者以外の

業者の来校が４回、この受付員名簿の中で

確認をさせていただいたところでござい

ます。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 修学旅行の業者の

選定にかかわります一部取り扱いマニュ

アルの内容で、今回の件に触れますところ

について１点ご説明を申し上げさせてい

ただきます。 

 業者選定に関しては、学校が必要とする

条件を詳細に提示した基本プラン、仕様書

を作成し、多くの業者へ説明の上で数業者、

３社以上からの見積書、企画書の提出を求

めて実施をしているところでございます。

必要に応じてヒアリングを実施すること

なども入れさせていただいているところ

でございます。 

 以上、補足させていただきます。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 何か補足。 

○市来賢太郎委員長 前馬部長。 

○前馬次世代育成部長 来校回数等をお

調べいたしましたが、入校証等がもう既に

何度か来ているということで記録されて

いるケースなど、様々なケースが予測され

ます。こうして見ていきますと学校の誰が

学校へ来てどのような状況であったかを

確認したりするなどのチェック体制の甘

さ等を感じています。それは安全面等も含

めてなんですけれども、先ほど補足でルー

ルにのっとって行っていると申し上げま

したけども、市民感覚からいえば保護者の

大切なお金を使って大事な子どもを修学

旅行に行かすわけですから、さまざまな意

味でもっと配慮が、あるいはナーバスにな

ることが必要である思った次第です。 

 これ、今まだ質疑の中ですが、感想めい

た話になってしまいましたが、おっしゃっ

ている意味について、重々感じながらより

説明ができる選定というのは必要である

なと実感しておるとこでございます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 渡辺委員。 

○渡辺慎吾委員 非常に長くなって、大変

な手間がかかったというように思います

けど、ただ、先ほど前馬部長が言われたよ

うに非常にあらゆる面で危機意識があっ

たらこういう資料は迅速に出てくるもん

やねん。 

 私がいつもこのことに関して腹立たし

く思うし指摘をしているけど、やっぱりそ

れなりに教育委員会が受けとめてもろて

それなりに改善をせなあかんという姿勢

は見えるんやけど、ただ現場がそこまでそ

の意識を共有しているかいうことになっ

てきたら、非常に私は不安を感じてまう。 

 これは先ほどの国旗国歌の問題じゃな

いけど、僕一遍、ここの委員会で非常に怒

ったことがある、こんな委員会無駄やいう

て。言うて受け答えしてしっかりと答弁し

てやりますと言うとることが全くなされ

てない。我々これ時間潰しをここでやって

んかいうて。そういう形の委員会やったら

これ必要じゃない、要らんの違うかいうて

一遍ごっつい怒ったことこれありますよ
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ね、そういうことなんです。ここできちっ

と決めてやりますと言うたことをいかに

現実に実現していくか。まさにその子ども

たちが直接関係する学校現場において、そ

ういう学校現場を放し飼いにすることじ

ゃないわけでしょう、結局、教育委員会組

織の中で組み込まれておるわけですから、

その決め事を終始徹底するということが

組織のあり方です。その意識が希薄やった

らそのことに対して絶えず指摘せなあか

ん。 

 ましてや、僕はこれ教職員やら学校現場

を単に嫌がらせしとるんじゃなくて、これ

は非常に業者と教育公務員との関係を変

に疑われないように私はやっぱりここ指

摘をしておかなあかんという気持ちがあ

って。 

 特に我々議員なんかは、よくテレビ等で

そういう業者とのつながりとかいうこと

を指摘される。だから、特にそういう点で

は敏感に対応せなあかんという意識があ

る中で、学校の先生の中にそこまでの教育

公務員としての意識づけがあるかいうこ

とになってきたら、こういう一つの結果を

ずっと見とったときに非常に私は危惧を

感じる、危惧をね。おかしいわけですよ、

一つの特定のその業者が絶えずその修学

旅行と。前年度の予約をしてそういう形で

来年もやりますよというような形を続け

とる、今。これ、何ぼ制度を変えてもその

制度の、当然その間隙を縫ってさまざまな

手だてをするというのは、これはやっぱり

営利業者としてはやるでしょう。そういう

危機意識をやっぱり現場は絶えず持っと

かなあかんいうことです。 

 例えば、その人間関係がそこで構築され

とるようやったらこれはえらいことや。

「家族で、家族旅行をしたいんやけど。」

って言ったら、「先生、任せとってくださ

い。うちはちゃんときちっと手配して安く、

また楽しく行けるようにしますから。」と。

「ほな、頼むで。」というようなことが何

げなくそこで交わされとるんやったらこ

れはとんでもない話なんですよ。でもそう

いうことがひょっとしたらあり得るん違

うかというようにやっぱり危惧を持つ、私

としたら。絶えずそういう形の監視システ

ムいうのは、世の中は監視システムがない

とあかん。 

 我々には選挙というものがあったり、そ

ういう形で非常に４年に一遍そういうき

ちっとした仕切り直しがあるんやけど、学

校の先生に対して監視システムと言うた

ら言葉が悪いんやけど、やっぱり教育委員

会という存在があって、絶えずそういう動

きを把握して警鐘を鳴らすようなもんが

ないとあかんというように私は思う。だか

らこのことに対して言っているわけであ

って、そのことは多分、教育長も初め、皆

さんそのことは把握されとると思うんや

けど、教育現場にそのことをしっかりと意

識づけをする手だてをどうやってするか

いうこと。単にこのことに関して、溝口課

長いうたら多分現場のことでしたら何で

こんな邪魔くさいことせなあかんのやい

うて。でも、そういうことをしっかりと教

育委員会にこういうような業者がこうい

うことで来ましたいうような、例えばこれ

庁内見てください。直接業者会えますか、

みんな名刺入れとるん違いますか。直接会

ったら要らん誤解を受けるん違うかとい

う形で、絶えず庁内は直接会ってないでし

ょう。そこまで慎重にやっぱり行政と業者

間というのはやっぱり対応して、それでも

またいろんなことを疑われたりいろんな

過ちがあるわけですから、教育現場それが
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全くと言うたら怒られるけどやね、そうい

うもんがない中で非常に私は危険を感じ

る。だからこういう形で、邪魔くさいかも

しれんけど、こういう形で私は叱責し、き

ちっとチェックするようにそういうこと

を言ったわけであって、そのことを絶えず

頭に置いて、絶えずしっかりと指導をする、

そういうことをやっぱり私としては本来

の趣旨ですから、そのことを切に要望して

私の質問は終わりたいと思います。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 ほかにご質問あり

ますか。 

 東委員。 

○東久美子委員 それでは、大きく４点お

伺いします。 

 初めに中学校給食のことでお伺いしま

す。喫食率を上げるということで、ほかの

委員の方も質問されていますので重なる

部分もあるかと思いますが、今年度どのよ

うに取り組まれるのか、できるだけ具体的

なにご説明をお願いいたします。 

 それから、２点目は学力向上のことで、

学習プリント活用補助員が配置されてい

ますね。それは３校ですね。確認になるん

ですが、仕事内容とどのような経過でこの

学習プリント活用補助員が配置されてい

るのかということについてお願いいたし

ます。 

 ３点目は、摂津市史編さんについてです

けれども、この摂津市史、平成２８年度に

冊子が発行されたと思います。それを見せ

ていただいたら、コンパクトっていうんで

すか、厚く威圧感なく、読みやすく目を通

しやすかったように思っています。 

 この市史は、渡辺委員もご質問されてい

たことにも、つながっちゃうかなと思うん

ですが、摂津市の歴史を子どもたちも含め

て、みんなに知ってほしいという観点で、

学校のほうにも配布されているのですか

ということと、それから市民に向けてこの

冊子を購入できますよという案内があっ

たように思いますので発行数、発刊数、そ

れと学校配布しているのか、それから市民

の方は何冊ぐらい購入されているのかと

いうことについてお伺いします。 

 次は幼・小・中連携なんですけど、摂津

市は本当にきめ細かく連携が進められて

きたと思います。 

 今回の代表質問のときにもあったかな、

今までにも連携については大事やという

ことと、更に連携をということが出ていた

ように思い受けとめています。 

 これも再度の確認になりますが、幼・小・

中連携の目的、今どのように連携がされて

いるのかということ。 

 この４点、よろしくお願いいたします。 

○市来賢太郎委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 それでは、中学校給食に

係りますご質問にお答えいたします。 

 平成２８年度の喫食率につきましては、

２学期末現在で３．７％という喫食率でご

ざいます。平成２７年６月からスタートい

たしまして、喫食率ということで申します

と少しずつ減少しているという状況でご

ざいます。 

 これまで保護者の方への試食会、ＰＴＡ

のご協力も得ましてミニ試食会、また生徒

の方からのリクエスト献立等で献立改善

等も実施させていただいております。 

 今年度で申しますと、来年４月に入学さ

れる中学１年生、現在の小学校６年生の方

に対しての試食会が、このたび第二中学校

１校ではございますけれども実施させて

いただいたところでございます。 

 今後、平成２９年度に向けてというご質
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問でございますけれども、これまでの取り

組みを今後も充実、拡充させていただくと

いうことと、現在、このデリバリー選択制

の給食の実施方法も含めまして、学校給食

会の中で学校給食サービス向上検討委員

会を設置し学校の管理職、また栄養教諭、

事務職の栄養士等入りまして、いろいろ議

論をさせていただき、ご意見もいただいた

ところでございます。 

 その中で、現在予約申込については、コ

ンビニエンスストアから６，０００円の最

小単位での金額で入金をいただいておる

んですけれども、この６，０００円という

のが経済的に困窮されているご家庭にと

ってはハードルが高いというようなご意

見もございましたので、この部分で例えば

３，０００円程度に減額した払込票で実施

を検討してはどうかというようなご意見

もいただいております。そのようなことも

含めまして、今後どのような形で喫食率を

上げていけるのか、また、さまざまな方面

からもご意見を頂戴いたしまして、事務局

でも知恵を絞り平成３０年度には業者が

更新を迎えるということもございますの

で、平成２９年度、早期に検討してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学習プリント活用

補助員につきましてお答えいたします。 

 こちらは一昨年度より配置しておりま

す非常勤職員でございます。 

 現在、市内に３校それぞれ１人ずつ配置

をしております。 

 職務内容といたしましては、学習指導要

領等に基づき、小学校における児童の学習

プリントの採点、集計等を行うものでござ

います。 

 具体的には教材データベースを活用し

て子どもたちの自学自習、そして宿題やす

き間の時間のさまざまな学習のプリント

等を作成し採点するという仕事をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 東角部参事。 

○東角教育総務部参事 平成２８年度に

「ふるさとを知ろう 摂津市の歴史」とい

う形で市史編さん室から歴史書を出させ

ていただいております。 

 まずこの冊子につきましては、中学校２

年生、３年生全員に配付させていただいて

おりまして、それから各学校にも複数部数

を配付しております。中学校全体では１，

５６０冊を配付しておりまして、それから

教育用に使えるようにといたしまして、５

０部を学校教育課と協議いたしまして、貸

し出し用に設置させていただいておりま

す。 

 それからこれまでの冊子類でございま

すが、平成２３年の７月から史料の調査を

始めまして平成２５年の１０月１日付で

昭和２８年の台風１３号の災害写真集を

５００部出しております。価格は８００円

でございまして、これまで１９４冊売れて

おります。 

 それから平成２６年度の３月末で「新修

摂津市史 史料と研究（第１号）」という

ものを発行いたしておりまして、これは明

治７年からの市内の小学校４校の学校沿

革誌、並びに慶徳寺の明治元年から明治３

４年までの日記を掲載しておりまして、近

代の教育史料という形でこれまでにわか

っている８万点収集した中の３万点のわ

かってきた史料の中から史料集を発行し

ております。 

 これにつきましても５００部発行いた
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しまして１部９００円で、現在のところ、

平成２９年の３月３日付でカウントして

おりますが１６０冊販売しております。 

 それから平成２８年の３月３１日付で、

今度は近世史料集といたしまして市内の

新在家、それから味舌上、それから庄屋村

などの江戸時代の中期から明治の幕末ま

での御触書きとか、それから万留帳などの

史料を掲載しておりまして、これも５００

部発行しまして、１部９００円で現在１１

２冊販売しております。 

 それから、初めに申し上げました「ふる

さとを知ろう 摂津市の歴史」でございま

すが、これは１部５００円で３，０００部

作成いたしまして現在１７９部売れてお

ります。トータルで、この４冊でざっと５

０万円以上の収入となっております。 

 それから、ちなみに旧の市史でございま

すが、昭和５２年３月末に発行いたしまし

て、本編それから昭和５９年３月末までの

史料編の４巻まで、現在のところでござい

ますが約１，９５０冊を販売しておりまし

て１，０００万円近い収入となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 幼・小・中連携

につきましてのご質問にご答弁申し上げ

ます。 

 子どもの成長は連続的でありそこに壁

はございません。将来的な、社会的自立に

向けまして就学前教育から、小学校、中学

校まで思いを共有する中で教育を考えて

いくこと、保育を考えていくことが幼・小・

中連携では大切な視点であると考えてお

ります。 

 私のほうから保育所・幼稚園・小学校へ

の接続の観点でご答弁申し上げさせてい

ただきますけれども、保育所・幼稚園から

子どもが小学校に進学される折には、保育

所であれば保育所児童保育要録、幼稚園で

は幼稚園幼児指導要録といったものを小

学校のほうに引き継ぎをさせていただい

ております。 

 また各園・各小学校では先生同士、子ど

も同士の交流をさまざまな観点で行って

いるところでございます。 

 また本市全体の就学前教育で培われた

力を土台として、小学校生活で子どもたち

が必要な力を身につけることができるこ

とを目的といたしまして就学前教育実践

の手引きを活用いたしました市内公私立

保育園・幼稚園・小学校教諭を対象といた

しました合同研修会を開催いたしており

ますけれども、平成２９年度はこの回数を

今年度２回から４回と倍増する中でさら

に充実を図り、情報共有や相互理解を深め

てまいりたいと考えておるところでござ

います。 

 今後も子どもたちの取り巻く環境が変

わりましても、子どもたちの持つ能力が発

揮できるように、それぞれの生活習慣の定

着、学びの接続を図る取り組みを各職場、

各職員が一層推進してまいりたいと考え

ておるところでございます。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 幼・小・中の連携に

つきまして、私からも補足をさせていただ

きたいと思います。 

 小中一貫教育の取り組みということで、

本市では小中一貫教育推進協議会を設置

し、今年度は４回実施をいたしました。 

 各校より担当者が出席し、各中学校区で

どうすれば小中一貫教育が進むのか、具体

的な中身に踏み込んで協議をしておると
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ころでございます。 

 各中学校区で中学生が卒業する段階で

子どもたちにどのような力をつけなけれ

ばならないのかということを共有すると

ともに、特に主に夏季に行われます「合同

研修」、それから年度後半に行われること

が多いですが「乗り入れスクール」、年度

初めに行われることの多い「ジュニアハー

トプログラム」等の内容について情報共有

を図り、また実施に向けた協議等を進めて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 東委員。 

○東久美子委員 中学校給食ですが、私の

ほうで確認したかったのは、文教常任委員

会のときにもお伝えしたようにやはり保

護者の経済的なところをフォローすると

いう意味からも３，０００円とか金額のこ

とをお願いした経過がありますので、その

あたりを確認させていただきたかったん

です。 

 やっぱり、今回、水谷委員が教室で食べ

る子どもたちが１人とか少ない人数だっ

たら食べにくいと、肩身が狭い思いをする

ことのないようにとおっしゃったところ

が、私もベースなんですね。やっぱり率を

上げるっていうことは本当に難しいと思

います。目標１５％ですよね、違いました

か。目標が高いと思うんですね、ところが

今３．７％ですよね、それをぐんと上げる

というのは並のことではないです。 

 私のほうにも保護者の声で届いている

のは、食べたいけれども食べにくい。自分

のクラスには余り食べている子がいない

と。ところが、お隣のクラスではたくさん

食べているから食べやすいねんっていう

ようなことを言われると。保護者もできる

だけ食べてほしいんだけどっていうよう

なことは聞いています。だから、給食のア

イデアをいっぱい出して、メニューを変え

たりいろいろするだけでは、率を上げると

いうのはできないんですね。教室の雰囲気

をよくする友達との関係ですよね、教室の

関係性がどうかということも、やはり影響

すると思います。だから教育委員会の中で

連携し合って、担当の方は学校に何回か行

かれていますよね。その中で、実際の空気

で、これはちょっと食べにくいかなとか、

食べやすいクラスやなというようなこと

があれば、そこからまた学校教育課のほう

に情報を送る中で、また落ちついたクラス、

雰囲気のいいクラスのほうにつなげてい

けるかもしれないというようなことで、喫

食率を上げるということは、本当に大変な

ことだと思っていますが、私のほうが気に

かけていました経済的なことというのは

保護者にとっては大きいですから、その辺

のところはまだ決定ではないということ

ですよね、ぜひ決定されるようによろしく

お願いいたします。 

 学力向上のほうなんですけれども、この

学習プリント活用補助員の配置に関して

経過があったと思うんですね。その経過の

ところを、きちんと確認しておきたいんで

すけれども、私は学力テスト、学力調査は

反対していますよ。なぜ反対しているのか

というと、テストに追われる、結果が出た

ころには、もう次の単元に進まなければい

けない、そこのとこを見直しをして子ども

に力をつけるっていうことが、なかなか時

間的なことで難しいんやないかというよ

うな質問もさせていただきました。 

 あと、その中で教職員が教室の中でどの

子がどこがわからへんっていうところが

きちんと把握してなかったらプロじゃな

いんじゃないですかと、できない子どもが
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本当にできへん子どもになっちゃうかも

しれません。だから、細かく、ここの分野

のここのところでつまずいてっていうと

ころは担任が見ただけではできない部分

も大きいと思いますが、初めのつまずきの

部分についてのカバーは、やっぱり担任が

子どもをしっかり見る、教科を教える人が

しっかり見る中で、つまずいているところ

を、きちん理解させるという手だてをとっ

ていくのが望ましいっていうようなこと

は、何度も言ってきました。 

 その中で、いじめの問題やいろいろな課

題がありますよね。教材研究も含めて。そ

れで、教職員の多忙化との組み合わせで、

多忙化の問題も抱えていないですかとい

う中で、いえいえ学力テストをしても多忙

化には向かいませんと。プリントの採点と

か先ほどおっしゃってくださった中身で

すよね、その辺をカバーする人員をつけま

すという説明が以前の荒木課長のときに

あったと思います。 

 そういう流れの中で補助員がいると思

うんです。そのとき指摘したんですが、補

助員の負担について、どういうように整理

されているんですかというような質問も

したことあると思います。 

 いずれにせよ、学校に何かが入るとき、

全国学力テストもそうでしたが、予想した

より、だんだんそれが初めの入ってくる段

階とは異なった形で学校現場がやらざる

を得ないというところにつながってしま

います。その学力向上補助員ですね、補助

員のところも初めになぜ配置するかいう

ところを押さえていただきたい。 

 今、私がお伝えした内容は、以前の荒木

課長のときの説明だったんですが、基本は

変わっていないと思いますから、この内容

でよければ、過程の確認と、当然に数が増

えていくと思うんですけれども、今後、ど

ういうようにお考えなのかということの

２点お願いいたします。 

 摂津市史のほうなんですけども、史料っ

ていうのは、散逸してしまいますから、あ

のときにあったのにということでは本当

に取り返しがつかないことになりますの

で、今、史料もネットで調べると９万点を

超えているような感じなんですね。さらに

史料が集まると思っていたこと、小学校と

かの社会の歴史もそうなんですけれども

言われていたこと、大化の改新がもう載っ

てないよとかいうような形で、歴史が変わ

る部分が多いんですよね。だから、きちん

と史料をもとに進めていただきたい。 

 さらに冊子は思いのほか購入されてい

るんだなと思いましたが、広報活動されて

多くの市民の方に読んでいただけるよう

にということと、それと子どもというのは

耳から聞いたこととか見たものってなか

なか忘れない、自分が読んだものってなか

なかなんですけど、そういうような体験に

もつながるように大人の方にまず広めて

いただきたいな、広まるといいなと思って

います。 

 そういう意味も込めまして今後の見通

しですよね、次はどういうように進めてい

くということをお聞きします。 

 幼・小・中連携については、私も学校の

現場にいている教職員の方からも交流を

深めることで、事前に丁寧な指導につなげ

ることできるとかいうようなことは聞い

ています。 

 交流する中で、先ほど要録は子どもの記

録したもんですね。幼稚園にも、たしか要

領があったと思うんです。学校も学習を各

学校が校長の判断とかで勝手にやってい

るわけでなくて基本になるものがあって
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それをもとに、学校教育基本法に基づいて

そこからきっちりと教育の基本的なあり

方を定められていますので、日本国憲法の

精神の基づき、それをもとに基本的なあり

方を定めて、次は教育指導要領に行きます

よね。各学校の教育編成の部分は指導要領

ですね、そこのところに基づいてカリキュ

ラムをつくっていくわけですよね。幼稚園

のほうも、そういうようなカリキュラム、

そういうようなお遊びとかあるかなと思

うんですけれども、そういうものもありま

すよね。同じように幼稚園の要領もあると

思うんです。それでお伺いしたいのは、連

携を進める中で、学校ではこんな教育して

いますよ、幼稚園どんな教育していますか

っていうような流れもないこともないか

と思うんです。そのあたりの学校について

ですけど、学校について、きちんともとに

なるベースになるものありますよね、公立

学校ですから。そこでは教育委員会のほう

がカリキュラムのチェックもされている

しいろいろされていると思うんですけれ

ども、連携する中で私学とかそういうよう

なものっていうのについて、教育委員会の

ほうは指導っていうんですか、チェックっ

ていうんですか、そういうことは何かでき

るんでしょうか、されているのかという意

味で受け取ってもらっても結構です。とい

うことの４点でお願いします。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学習プリント活用

補助員にかかわりますご質問にお答えい

たします。 

 子どもたちの学力をより育むためには

一定の学習の量、時間等も確保していきた

い考え方を定めており、教材データベース

を導入しまして教職員がここの部分もう

少し復習させたいな、もっと力をつけさせ

たいなと思える資料が、すぐ手に入るよう

に配置をいたしました。 

 そしてそれらを活用し、１年近く子ども

たちが一生懸命努力した結果がどのよう

に学力等に反映されているのか、全国の学

力・学習状況調査は小学校でいいますと６

年生だけでございますので、他学年におき

ましても詳細に把握をしたいということ

から２年生から、１年生は質問紙調査だけ

ですけども全学年において学力定着度調

査を１２月に実施する運びになりました。

経緯につきましては委員がおっしゃられ

たとおりかと存じます。 

 そして現在、３校配置をしておりますが、

学校の規模等も考慮しなければならない

のではないかというようなご意見があっ

たかと思います。２校から３校に増やした

際には、学校の希望の状況も鑑み、規模等

もこちらで考慮して、そして活用の状況に

どれだけ期待できるのか等も考えた上で

３校目を選定した次第でございます。 

 今年度、その検証を行いました。子ども

たちにも学期に１回程度アンケートをと

らせていただき、学習の時間や学習の意欲

等がどう変化していくのかというところ

を見ていったところと、そして学力定着度

状況調査の経年比較の中から、実際にそれ

ぞれの学年がどのような学力の変化をし

ていったのかの大きな２点で確認をした

ところです。 

 この学習プリント活用補助員を配置し

ている学校のそれぞれの学年の子どもた

ち、もちろん全てではありませんが、配置

をしてない学校に比べて前年度より伸び

が見られる様子が非常に多かったという

ようなことがうかがえたこと、それから学

習の時間をアンケートでとったのですが、

抜本的な改善と劇的な変化とまでは言え
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ませんけども、主に高学年を中心に学習時

間の伸びが６月、９月、２月、時がたつに

つれて増えていくような状況もございま

したので一定の効果があったのだと捉え

ているところです。 

 こちらにつきましては、時間がたてばた

つほど、じわじわと効果が上がってくるの

ではないかと、今捉えているところもござ

いますので慎重に判断しているとこでは

ございますが、効果のあるものであるとい

うことから拡充等も視野に入れて対応し

ていきたいと考えています。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 小林部参事。 

○小林次世代育成部参事 幼稚園のうち、

私立の幼稚園教育等の内容のチェックの

部分でございますけれども、本市内には私

立の幼稚園が３園ございます。その３園に

つきましては、私どもが事務を行っており

ます子ども・子育て支援新制度の中に入ら

ずに私学助成を受けた中で運営をされて

おるところでございます。 

 新制度の中の幼稚園という位置づけに

なれば、制度に伴います認可申請であった

り教育・保育給付費負担金対象の確認申請

といったものを市のほうへ書類を出して

いただくことになりますけれども、現在、

私学助成を受けられた中での運営という

ことで直接的に関係はしておりません。た

だ、子育て支援に関する協定書等も結んで

おる幼稚園もあるところでございます。 

 私学の幼稚園、公立の幼稚園ともに幼稚

園教育要領に基づきまして運営をされて

おります。また本市の中で、先ほどもご紹

介させていただきました就学前教育実践

の手引きというのを策定しておりますけ

れども、この策定に当たりましては公私立

の区別なく委員に職員に入っていただき

ました。摂津市の子どもたちを施設の区別

なしに幼稚園、保育所の中でどのような形

で育てていくのか、各年齢、育ちに応じて

職員がサポートしていくか、環境をつくっ

ていくのか。また地域の方とかかわりであ

ったり保護者支援、そして小学校への接続

のためのどのような観点で取り組むべき

かいったものであり、これをもとにいろん

な研修会等も実践しているところでござ

います。今後も小さな市でもありますし私

立は３園という数でもございますのでさ

まざまな研修会の呼びかけをさせていた

だいたり、できるだけ交流を図る機会を設

ける中でいろんな取り組みの充実を図っ

ていきたいなと考えておるところでござ

います。 

○市来賢太郎委員長 東角部参事。 

○東角教育総務部参事 市史編さん事業

をどのように進めていくのかということ

のご質問でございますが、ご承知のように

歴史も、大分古くから我々が知っている歴

史も、例えば西郷隆盛は顔が違うであると

か、それから聖徳太子も実は１万円札の者

は違うんではないか、というようなことも

どんどん書きかえられておりまして、それ

から東委員並びに渡辺委員がおっしゃい

ましたように失われてしまいますと歴史

遺産そのものが二度と復活できないとい

うようなことがやはり一番重要なポイン

トでございまして、４０年ぶりに事務自体

を再構築しておりますが、なかなか少子化

の問題もあって研究していただける大学

院の人とか先生とか人材の確保が難しい

のが現状でございます。 

 今どういう形で進めているのかという

ことでございますが、史料全体の中で考古、

古代、中世、それから近世までは人も何と

か確保して史料の調査をできているとこ
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ろでございます。平成２９年度につきまし

ては近代の専門の非常勤職員に来ていた

だくようなことを考えておりまして、今後

どういう形でやっていくかということに

つきましては、来年度は古代の淀川流域史

料集というような形で現在、史料を集めて

編集をする予定にしております。 

 それから平成３０年度には中世の史料、

これも平成２８年度から必死になって探

しておりますが、日記であるとかそれから

いろいろな東大の史料編さん所にあるよ

うな書物の中に摂津の名前が結構出てき

ますので、そういう調査をして中世史料集

を出す予定にいたしております。 

 最終的には考古・古代・中世までをでき

れば平成３２年度、それから近世・近代ま

でを平成３３年度に、それからこれも失わ

れてしまうともうどうしようもなくなる

ということでございまして、現代史のほか

に寺社調査の美術と建築物、それからその

中に、今回の大西邸のようなものが市内に

は複数ございますので古民家の調査もで

きればやりたいというように考えており

ます。 

 それからあと残っておりますのは、歴史

地理の調査をするということと、それから

あとは、戦前の方がもう高齢になっておら

れますので民族の聞き取り調査もできれ

ばさせていただきたいなというように考

えております。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 東角部参事。 

○東角教育総務部参事 そうしたら中学

校給食のことが先ほど言いましたように

要望の形で、ぜひぜひ実現するようにお願

いいたします。 

 学力向上のほうは、経緯は私のほうが説

明させていただいたもので結構というこ

とですので了解しました。 

 学力調査のほうですけども、摂津市独自

の。それも成果が少し見える部分もあると

いうようにも事前にお伺いしていました

ので、本当に教育なんて１回やって終わり

じゃないんですよね、長い時間がかかりま

すから。やったでしょう、結果出てないじ

ゃないですかっていうのは非常に現実を

見ていない酷なことだと思いますので、私

は立場としては反対です。でも見守りたい

と思いますので、そのためにはぜひ学校現

場が子どもと寄り添える、子どものために

ですよ、教師の時間をつくるじゃないんで

す。子どものために、先生って声をかけら

れるように。教職員がばたばたしていたら

本当に声をかけにくいんですね、子どもっ

てすごく感じますから。子どもたちのため

にそういう意味で拡充、拡大していただけ

るように、配置ですね、補助員。また検討

のほうをよろしくお願いします。 

 摂津市史のほうですけれども、今お話を

お伺いして今後の計画も丁寧に説明いた

だきましたのでわかりました。 

 本当にこれって時間もかかるしお金も

かかるし、おっしゃっていたようになかな

か研究してくださる方自体お願いするの

もなかなか難しいとも思うんです。そうい

うような力を注いでいますので、広く広報

活動のほうを、広く皆さんに知っていただ

けるようなことを、またアイデアをいっぱ

い出して取り組んでいただけたらと思い

ますのでよろしくお願いします。 

 中学生の２年生、３年生全員この本を持

っているっていうことは、子どもたちが折

に触れてページをめくる中で摂津市の自

慢、摂津市はこんなんやっていうことを学

んでもらえたら本当にいい結果につなが

ると思いますので、また学校教育課のほう
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もこの資料の活用についてはぜひ連携し

てくださるようにお願いします。 

 幼・小・中連携については、研修をして

いますとかいうお答えが中にはあったん

ですけど、研修というその個人というより

も、もっと経営のレベルかなとは思ったん

です。経営のレベルできっちりとしたもの

を持っていただかないとというのか、私学

ですから個々に自分のお考えがあってっ

ていうことは十分理解しておりますが、公

立学校でいうと学校の教育基本法に基づ

いてっていうところを絶対外せませんの

で、その辺をベースにそこのところがしっ

かり連携していないと本当に。 

 ちっちゃな例で申しわけないんですが

ちっちゃな例で出すと、幼稚園ではこう言

っていたとかこういうように決まっとっ

たというようなことで、子どもなかなかや

わらかいようでかたい頭のところもある

んですよ。だから、そういうように連携し

て行えるように、内容について全てチェッ

クするとかそういうことはいろいろ制限

もあるかと思いますが、私の意図するとこ

ろは、公立学校は、そのことについてはも

う教育長にも次長にもお答えは求めませ

ん、もうできると思っていると思ってます

から。できていることをここで再確認いた

しませんが、それに基づいてスムーズな

幼・小・中連携が進むようにお願いします。 

 私ね、いろいろ摂津市のことを考えると

やっぱり摂津市はいい情報がたくさん流

れる印象やと思うんです。摂津市っていう

名前を聞いたときにこういう町やってい

うイメージができていたりとか、そういう

ようなことであそこ住みたいとか、あそこ

の教育でこんなことやってくれんねんて

とか、ネット調べたら本当にわかりやすい

し親の口コミもそうなんです、ぱっと広が

ってしまいますからね。子どもを丁寧に扱

っているかとかいうことを含めてなんで

すが、だから摂津市を本当にいい町にする

のも教育が大きな役割になっていると思

っています。 

 ただ残念なことに、摂津市は小さいでし

ょう。中学校給食もそうなんですけれども

もっと大きな市であれば３．７％であって

も数が多いですよね、総数が多いですから。

ところが摂津市はもともとの数が少ない

ですよね。そうしたら数が少ないんですよ

ね、同じ３．７でも。そうしたら業者の方

にお願いする中で、今ニュースなんかを見

ると宅配もそうですよね、宅配もあの丁寧

なサービスが過剰になっているところも

あるかと思うんですが、その辺を組みかえ

ていかへんかったら人がいないとか回ら

なくなっていますよね。 

 デパートというのは商店ですね、大きな

個人商店じゃなくて、そういうところも開

店の時間ですね、営業時間を縮めるという

ニュースも流れていたんです、なぜ縮める

のか。 

 今までだったら、私が子どものときは１

月の１、２、３ぐらいは店あいていません

でしたね。ところが今なんか１日からあい

ていますよね、店によっては。大概２日や

と思いますが、そういうような時代じゃな

くなっていくと思うんで、人手が足らない

から営業時間を短くするというように言

っていました。 

 何を言いたいかというと、摂津市は丁寧

にかかわりを持っていかないと、これは私

の大昔の経験ですから今には当てはまら

ないかと思うんですが、本当にショックや

ったことがあるんですが、子どもたちの遠

足だったか業者を呼んだんです、複数で。

大昔ですよ、大昔に呼んだときにみんなキ
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ャンセルされて１社しか来なかったこと

がある。だから、これから万博とか、万博

はあんまり関係ないかな。いろんな行事で

そういうようなものが使われるときにな

ったときには丁寧なつながりをつくって

おかないとバスの配車もお願いできない

とかそういうこともなるかもしれないと

私は危惧しております。 

 そういう意味でもルールはあってとか

おっしゃっていましたけども、なかなか難

しいんやなっていうことは十分理解して

いますけどもそれぞれのかかわりを持つ

方とは丁寧に、丁寧なつながりを摂津市は

持ってほしいと思います。 

 以上です。 

○市来賢太郎委員長 ほかにありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 暫時休憩します。 

（午後２時５２分 休憩） 

（午後２時５６分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 議案第１９号所管分の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 ご質問のある方いらっしゃいますか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 議案第１９号、附属機関に

関する条例の一部を改正する条例制定の

件の中の文教常任委員会の所管は、いじめ

問題対策委員会にかかわるところだとい

うように思います。 

 いじめ問題対策委員会というものがこ

れまで既にあったところで、附属機関の担

任の事務の文言が変わっているというこ

とであります。条例の参考資料の中にあり

ますが、従来は小学校、中学校におけるい

じめ問題についての重要事項の調査審議

に関する事務ということからかなり詳し

いもんが増えていまして、児童及び生徒に

係るいじめ防止対策推進法第１４条第３

項に規定する云々ということで文言が変

わっている点ですね、その辺の説明をいた

だきたいということ。 

 それから今までのいじめ防止対策委員

会というのはいじめの事項が起きた際の

調査を行う機関だというように理解をし

ているんですが、今回、再調査委員会とい

うことで他の委員会の所管で議論されて

いるかと思いますけども、これまでの対策

委員会との違い、それから対策委員会の果

たしている現段階の役割等をお聞かせい

ただいておきたいと思います。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 まずいじめ防止対

策推進法が平成２５年に策定され、その中

におきまして教育委員会の附属機関とし

て本市で呼んでおりますいじめ問題対策

委員会を設置することができるとされて

おりました。 

 本市では、昨年度から設置を附属機関と

してきたところでございます。 

 このいじめ問題対策委員会では、これま

で本市のいじめの状況ですとか取り組み

状況ですとか、それからケースですとかそ

ういったことを報告し、ご意見等を賜って

きたところです。かつ、重大な事態が発生

した際にこのいじめ問題対策委員会が調

査機関として調査をすることができると

いうようなことから、もし本市におきまし

て重大事態が発生した場合にはこの委員

会で調査をするという形をとっておりま

した。 

 ただ、この本委員会を通じて調査するよ

うな事態等は生じておりませんでした。 

 そして、先ほど申し上げましたいじめ防
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止対策推進法の中では重大事態が発生し

たときに調査を学校、もしくは先ほど申し

上げましたいじめ問題対策委員会で行う

とされております。その報告を受けた地方

公共団体の長がこれは再調査が必要であ

ると判断した場合に調査を行うことがで

きるという法律が同法第３０条にござい

ます。これまではそれが設置されておりま

せんでした。このたび、市長部局のほうで

この再調査を行う委員会を設置したいと

いうようなこととなりましたので、既に存

在しておりましたいじめ問題対策委員会

との条例上のきちんとした差別化を図る

ために、いじめ問題対策委員会の中身が変

わるわけではありませんが、丁寧に担任事

務等をお示しするということで条例の中

身が変わるというものでございます。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 重大事項が起きた際に、学

校など教育委員会の附属機関としてその

問題の原因等を究明したり対策を打った

りするものが従来のいじめ問題対策委員

会であって、そのいじめ問題対策委員会が

示した調査結果に対して再調査を行うと

いうのが、今回新たに新設された市長部局

のほうの委員会だということで認識をい

たしました。 

 このいじめ問題対策委員会は、これは私

の認識が少し不確かなのですが、いじめ防

止対策推進法の中に学校はいじめの防止

等に関する措置を実効的に行うため、複数

の教職員、心理福祉士等の専門家その他の

関係者により構成される組織を置くこと

というように書かれていますが、これは日

常的ないじめの防止のための組織という

ようなことだと思うんですけども、これと

いじめ問題対策委員会というのは必ずし

も一致するものではないということでよ

ろしいんでしょうか。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 学校の中でのいじ

め問題対策にかかわる委員会とそして教

育委員会の所管でございます附属機関で

すが、いじめ問題対策委員会というのは別

組織でございます。 

 摂津市のいじめ問題対策委員会は５名

で組織しておりまして、学識経験を有する

者、弁護士、臨床心理士、その他教育委員

会が適当と認める者というような形で構

成しております。学校は学校の管理職を初

め、スクールカウンセラーや学校の教員等

で構成する委員会を所有しております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員 先ほどもご答弁いただい

たかと思うんですけどももう一度、教育委

員会の附属機関として置かれている現状

のいじめ問題対策委員会というのは、現状

では具体的に事案についての審議等って

いうのはこの間行われた経過があるのか

どうなのかだけ、もう一回教えてください。 

○市来賢太郎委員長 野本課長。 

○野本学校教育課長 丁寧に申し上げま

すと、昨年度から年２回委員会を開催して

まいりました。合計４回開催しております。

それぞれの中身では本市全体にかかわり

ますいじめの状況、数値ですとか対応です

とかそういったものをお示しし、そこから

分析していることに対してご意見等をい

ただき、また、何かケース等をお示ししま

してこういう事案でこういう対応をして

きたけども、その対応はどうだったのかと

いうようなご意見等も伺っているところ

でございます。 

 重大事態が発生して重大事態に関して

の調査を、もしくはその中での懸案、協議
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というのをいただくというようなことと

いうのは特段設けてはおりませんでした。 

 以上でございます。 

○市来賢太郎委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 毎月、教育委員会定例会議

が開かれておられて傍聴もさせていただ

く機会の際には、いじめの事案などについ

ても報告されて、教育委員会の中でも議論

されているとこも見させていただいてお

りますが、教育委員会の附属機関としても

摂津市全体のいじめの防止に対しての考

え方や事案についてのいろいろなご意見

をいただいているというようなことで理

解をいたしました。 

 いじめというのは学校のみならず、場合

によったら大人の世界にもあるものとし

て理解をしておりますし、そのこと自体が

命を奪うということにつながってしまう

ということは、この間いろいろな事故から

もはっきりしているわけで、今回、市長部

局のこのような再調査委員会が置かれて

ということでありますが、そういった事案

が起こる前の努力をここの対策委員会を

初め、教育委員会の皆様に進めていただけ

たらと思います。要望としておきます。 

○市来賢太郎委員長 ほかに質疑ありま

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 暫時休憩します。 

（午後３時５分 休憩） 

（午後３時６分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 次に議案第２１号所管分の審査を行い

ます。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 質疑のある方いらっしゃいますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 以上で質疑を終わ

ります。 

 暫時休憩します。 

（午後３時７分 休憩） 

（午後３時８分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 討論なしと認め、採

決します。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○市来賢太郎委員長 可否同数でありま

す。よって、委員会条例第１６条の規定に

より委員長が本案に対する可否を裁決し

ます。 

 委員長は、議案第１号所管分について可

決するべきものと裁決します。よって、本

件は可決すべきものと決定しました。 

（渡辺委員退席） 

○市来賢太郎委員長 続いて、議案第９号

所管分について可決することに賛成の方

の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○市来賢太郎委員長 全員賛成です。よっ

て、本件は可決するべきものと決定しまし

た。 

（渡辺委員入室） 

○市来賢太郎委員長 続いて、議案第１９

号所管分について可決することに賛成の

方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○市来賢太郎委員長 全員賛成です。よっ

て、可決するべきものと決定しました。 

 続きまして、議案第２１号所管分につい
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て可決することに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（挙手する者あり） 

○市来賢太郎委員長 全員賛成です。よっ

て、本件は可決すべきものと決定しました。 

 暫時休憩します。 

（午後３時１５分 休憩） 

（午後３時１６分 再開） 

○市来賢太郎委員長 再開します。 

 本委員会の所管事項に関する事務調査

について協議します。 

 平成２９年度、委員会行政視察を実施す

ることに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 異議なしと認め、そ

のように決定いたします。 

 次に視察事項、視察先、視察日程等につ

いてご協議いただきます。この件につきま

しては、委員から先進事例等の情報をご提

供いただくとともに、日程を調整させてい

ただいた内容をもって委員長案としてま

とめさせていただきましたのでご提案さ

せていただきます。 

 日程は５月２３日から５月２４日、視察

市は埼玉県熊谷市及び東京都荒川区、熊谷

市は人口が約１９万９，０００人、こちら

では小・中学校における学力向上の取り組

みについて視察を行います。 

 熊谷市では、児童生徒のきめ細やかな学

習指導を進めるために学力向上補助員を

全小・中学校に配置し、市で独自に作成し

た学力向上テキストを活用することで基

本的・基礎的な学力の向上を図っており、

全国学力・学習状況調査においても成果が

出ています。 

 また、中学生の基礎的・基本的な学習内

容の確実な定着を図るため、教育ボランテ

ィア（有償）として退職教員や教員免許状

所有者、大学生を委嘱し、土曜日や放課後

等を利用して全中学校で学習支援充実「く

まなびスクール」事業を実施されています。 

 荒川区は人口が約２１万３，０００人、

こちらでは子どもの貧困対策についての

視察を行います。 

 荒川区は、かねてより子どもの貧困を重

要課題と捉え、平成２１年５月に子どもの

貧困問題検討委員会を庁内に設置し、同年

１０月に発足した一般財団法人荒川区自

治総合研究所とともに、複雑に絡み合った

子どもの貧困問題の調査・研究を行ってい

ます。 

 問題解決に向けては全庁を挙げ、教育・

福祉の両側面からさまざまな支援事業が

されており、また地域の力を活用した子ど

もの居場所づくり事業などの取り組みも

行われています。 

 以上のような視察案を提案させていた

だきましたが、委員の皆さんいかがでしょ

うか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 それでは、そのよう

に決定いたします。 

 暫時休憩します。 

（午後３時１７分 休憩） 

（午後３時１８分 再開） 

○市来賢太郎委員長 それでは再開しま

す。 

 それでは熊谷市において小・中学校にお

ける学力向上の取り組みについて、荒川区

において子どもの貧困対策についての視

察を行いたいと思います。 

 本委員会の視察につきましては、以上の

とおり、実施することといたしますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 なお、常任委員会の所管事項に関する事

務調査について、本会議最終日において閉
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会中に調査することが諮られます。本委員

会の所管事項については、学校教育行政に

ついて、生涯学習行政について、児童福祉

行政について、平成２９年９月２９日まで

閉会中に調査することといたしたく思い

ますが異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○市来賢太郎委員長 異議なしと認め、そ

のように決定いたします。 

 以上で本委員会を閉会します。 

（午後３時１９分 閉会） 
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